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ヒャルチベット語松潘・大寨 [Astong]方言の音声分析
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Shar Tibetan Astong [Dazhai] dialect : phonetic analysis
SUZUKI, Hiroyuki
National Museum of Ethnology
Astong dialect belongs to Shar Tibetan, spoken in Dazhai Village, Songpan County,
Aba Tibetan and Qiang Autonomous Prefecture, Sichuan. Shar Tibetan dialects are
also spoken in Jiuzhaigou County and the eastern area of Ruoergai County. This article
presents phonetic and dialectal characteristics of the Astong dialect, which has following
particularities: the register distinction based on the two different phonation types; special
phonemes such as /qh, q, w

, 3/; several combinations of a complex initial; and the rhyme
in which the final has a distinction between /P/ and /Ý/ as well as a vowel with /N/ and a
nasalised vowel. At the end of the article, a wordlist (ca. 1400 words) of Astong Tibetan
is provided.
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1. はじめに
四川省北西部に位置する阿壩藏族羌族自治州の北東角に位置する松潘県は、「川
西民族走廊」と呼ばれる地域の北端の一角にあたり、歴史上さまざまな民族が行
き交った地域であるとともに、県中心部以東の主要交通路沿いは早期から漢人と
の雑居が進んだ地域でもある。現在では、県中心付近に回族も多く、南部には羌
族も居住する。この周辺は阿壩州の北部一帯とともに、伝統的なチベットの地域
区分でアムドの一部に分類される。
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1.1. 松潘県のチベット語方言
松潘 [Zung-chu]1県で話されるチベット語方言は長らくその方言所属が問題に
なっていたが、Suzuki (2009) の記述に基づけば、ヒャルチベット語とアムドチ
ベット語の２種に大きく分かれることになる。前者は主に水晶 [Chu-shel] 郷、山
巴 [sKyang-tshang]郷、川主寺 [gTso-tshang]鎮、十里回族郷、大寨 [A-stong]郷な
ど岷江上流域が主だった分布地域2であり、後者は毛爾蓋 [dMu-dge] 区、熱務溝
[Zhong-ngu-khog]区を中心として広範囲の牧区が分布地域3である。本稿で扱うの
はヒャルチベット語の１方言であるが、ヒャルチベット語は谷ごとに語彙や発音
に明確な差異が現れるという母語話者の認識がある。ヒャルチベット語の下位区
分は Suzuki (2009:18)によれば以下のようになる。
方言区分 下位方言区分 所属方言例
Sharkhog Shar-stod Hamphen [寒盼], sKyangtshang [山巴]
夏爾溝 Shar-smad Ketshal [高屯子], Thangskya [大屯]
Khodpokhog — gTsangtsa [漳扎], Phyugtsi [樹正]
九寨溝
dPalskyid dPalskyid Askyirong [阿西茸], dPaskyid [巴西]
巴西 Babzo Babzo [包座], gZhungwa [玉瓦]
Khromjekhog — Kusngo [石壩子], Serpo [肖包寺]
牟尼溝
松潘県の変種に関するこれまでの研究では、岷江沿い [Shar-khog]4に分布する
もの5と、牟尼溝 [Khrom-rje-khog] に分布するもの6が報告されていた。本稿で扱
う大寨郷で話される Astong 方言は、これまでに報告された方言とは異なる谷
[A-stong-khog] で話されているものである。大寨郷は直線距離では県中心部に極
めて近いが、その間は山で区切られており、主要な交通路に面していない点で状
況が異なる。
筆者の調査・観察によれば、ヒャルチベット語話者とアムドチベット語話者は基
本的に互いの母語による相互理解が困難であるといえる。ヒャルチベット語話者
は必要に応じてアムドチベット語を身につけているが、一方でアムドチベット語
1 チベット語で対応する地名などの固有名詞には、[ ]内にチベット文語形式（蔵文）を添える。
2 ヒャルチベット語は、松潘県外では九寨溝 [gZi-rtsa sDe-dgu]県や若爾蓋 [mDzod-dge]県巴西 [dPal-skyid]区
で用いられる。
3 熱務溝区の Zhongu方言を扱う Sun (2003b)は、同方言をアムドチベット語とは考えず、独立した方言である
という見解をとっている。筆者は自身の調査を通してアムドチベット語の下位方言群であるという見解に立
つ。
4 この地域一帯を表す公式の漢語名はなく、筆者は「夏爾溝」と書くことにし、そのチベット名 Sharkhogが方
言名「ヒャル」の名称のもととなっている。ヒャルチベット語に関する最初の言語学的研究である Nagano
(1980)に用いられている Sherpaという名称には問題があり、Sharwa「ヒャルワ」を用いるのがよいと考える
（鈴木 (2005b:2)、鈴木 (2007a:31)）。
5 Nagano (1980)、Sun (2003a)、鈴木 (2005b, 2010)、Suzuki (2005ab, 2008, 2010)、鈴木博之・供邱澤仁 (2009)な
ど。
6 華侃・尕藏他 (1997)など。
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話者は基本的にヒャルチベット語を理解しないことが観察される7。松潘県のヒャ
ルチベット語話者は自らを「アムドチベット人」と考えているが、母語のチベット
語方言が牧区で通用しにくいことを経験上知っている人が多い。
なお、18世紀に編纂された丁種本《華夷譯語》の１つに数えられる《西番譯語》
〈川一〉（＝《松潘譯語》8）に記録されている言語は、現在松潘県で話されるヒャ
ルチベット語の直接の祖先に当たる言語の記録であると考えることができ（鈴木
2007a:370-380）、Astongに対応するであろう地名もその前書きに「阿思峝」とし
て記載がある9。この地名は民国時代に編纂された《松潘縣志》(2007:436)10にも記
載がある。同書の記述に含まれる村名から、現在の大寨郷と「阿思峝」が一致する
ことが分かる。
1.2. 本稿の構成
本稿の構成は、先に Astong方言の音素体系を紹介した後、超分節音・母音・子
音の順で具体例を挙げつつ考察を加える。また、本稿末尾に Astong方言の分類語
彙（約 1400語）を付す。
本稿で分析する言語資料は筆者の現地調査による一次資料に基づき、口語形式
を対象とし、文語読書音は含めないよう配慮した。主な調査協力者はニマンツォ
[Nyi-ma-mtsho]さん（女性）、ユンドゥン・テンズィン [gYung-drung bsTan-’dzin]
さん（男性）、ソナンドゥ [bSod-nams-grub]さん（男性）で、みな松潘県大寨郷水
草壩村出身である。資料収集のための現地調査は 2009 年１月、松潘県大寨郷で
行った11。
2. Astong方言の音体系
2.1. 超分節音
レジスターすなわち緊張性（˚で示す）と弛緩性（無標）の２項対立が認められる。
2.2. 母音
以下の要素につき、長/短および鼻母音/非鼻母音の対立も認められる。
i 0 W u
e @ o
E 3 O
a A
7 アムドチベット語話者の中には、ヒャルチベット語を「農区話」と呼びアムドチベット語の一部とした上で、
「牧区話」と異なるから互いに通じない、というように相互理解のなさを説明する人もいる。
8 この文献の影印本は西田 (1970)[天理図書館本]と西田・孫 (1990)[北京大学図書館本]に収められている。校訂
本には太田 (2008)や聶鴻音・孫伯君 (2010:66-80)がある。
9 この漢字音写はかなりの程度当時のチベット語の発音を反映していたと見積もられるため、18 世紀では
Astong地域を [a stoN]と呼んでいたことをうかがわせる。なお、現在の発音は [˚Pa htoN]である。
10 筆者が参照したのは 2007年の復刻版である。
11 Astong方言の調査協力者は、筆者の友人であるラワン [Bla-dbang]さんの紹介によって出会うことができた。
特に記しておく。
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2.3. 子音
子音連続の構成要素としてのみ現れるものも含めた一覧は以下のようである。
両唇 歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
閉鎖音 無声有気 ph th úh kh qh
無声無気 p t ú k q P
有声 b d ã g
破擦音 無声有気 tsh tCh
無声無気 ts tC
有声 dz dý
摩擦音 無声有気 sh Ch Êh Xh
無声 s ù C Ê / x X h
有声 z ý , K Ý / H
鼻音 有声 m n ® N
流音 有声 l r
半母音 有声 w j
無声 w

2.4. 音節構造
音節構造の設定は、鈴木 (2005a)を参照して以下のように記述できる。
CCiGVC　および　 CCiGVC
このうち Ci（主子音）と V（音節核の母音）が必須である。
3. 超分節音
Astong方言をはじめヒャルチベット語諸方言を最も特徴づけるものとして、レ
ジスターによる対立をあげることができる。レジスターとは、音節全体に見られ
る喉頭筋肉の作用による声帯の緊張に関する発声上の異なりで、緊張と弛緩の２
種類に分かれる。それぞれが持つ音声学的な特徴は以下のようである。
1. 緊張レジスター：高ピッチ、きしみ音
2. 弛緩レジスター：低ピッチ、息漏れ音
Astong方言の場合、各レジスターがピッチの差異として実現されるとき、きし
み音や息漏れ音といった現象は観察されにくい12。逆にいずれもピッチが中程度
の高さの場合、音節初頭から、すなわち子音の調音時から音節核である母音にか
けて聴覚印象としてきわめて弱いきしみ音や息漏れ音が実現される。これらの音
12 しかしピッチの高さを変えてもまったく弁別には関わらないため、ピッチが弁別される「声調」であるとはえ
いない。
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声実現が母音のみにかかるものではないことに注意が必要である13。
筆者は緊張レジスターを有標とし、語頭に ˚を加えて表すものとする。そして、
高ピッチ、きしみ音などの特徴が決して現れない場合は弛緩レジスターに分類し、
そのことは特に記述せず、無標とする。レジスターの差異が対立において重要な
役割を果たしていると見られる例には、以下のようなものがあげられる。
含まれる分節音 緊張レジスター 弛緩レジスター
ma ˚ma kh3「傷口」 ma dýe「しわ」
na ˚na「病気である」 na kheP「耳」
ただし、同源の形態素が含まれていても、単音節で語となる場合と複音節語の
第１音節に来る場合とでは、後者に緊張レジスターの音声学的特徴が厳密に音声
実態に反映されなくなって、弛緩レジスターに分類されるものもある。
含まれる分節音 緊張レジスター 弛緩レジスター
hpW ˚hpW「毛」 hpW ndoÝ「毛の色」
これは Astong方言ではよく見られる現象である。
レジスターはほとんどの事例において語単位で現れると分析できる。というの
は、語の初頭音節が以上に述べた明確な音声的特徴を見せるのに対し、第２音節
以降はあまり明確にならず、またきしみ音は聞かれず高ピッチで現れることが多
数を占めることから、レジスターが明確に指定されるのは語の第１音節であると
考える。
4. 母音
母音には長短の区別が認められ、それは弁別的である。鼻母音/非鼻母音も弁別
的である。ただしいくつかの語では、鼻母音と鼻音化していない長母音との交替
を見せるなど、不安定である。
各母音の音価は表記に示されるものに代表される。
4.1. 非鼻母音
以下に非鼻母音の具体例を、各母音について長短それぞれ１例ずつ掲げる14。
　短母音例　　　　　 長母音例
i ®i m3 太陽 hpi: Êhi: 瑪瑙
e ®e htCa 松明 ˚hse: nAÝ 金
13 筆者がレジスターと呼ぶものの音声学的特徴については、Ketshal方言に関するより詳細な音声学的記述を含
む鈴木 (2005b)や Suzuki (2005b)を参照。また、一部の先行研究、たとえば Nagano (1980)や Sun (2003a)な
どでは、筆者のいうヒャルチベット語に高低の声調を認め、ピッチによる対立が（一部の音素に限定される場
合もあるが）成立しているとするが、筆者の観点はピッチの差異にのみ基づくわけではないという観察結果
によっている。
14 動詞の例については、最大３種の形態変化がある。このため、語義に続けて次の略号で示す。(i)：未完了形、
(ii)：完了形、(iv)：命令形。形態変化のないものには付加しない。なお、(iii)がないのは蔵文で (iii)に相当す
る形式が Astong方言では (i)に合流しているものと考えられるためである。
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E ®dýE ntshe˜ 虹 ®E: 地獄
a ˚®a 魚 pho hsa: 大人
A ˚htAÝ 虎 lA: キバノロ
O kha htsO 昨日 nO: ,ı˜ スカート
o ˚®oP 買う (i) Hlo: 肺
u ra tChu tChu 子山羊 tshu: 甥
W hna tW 鼻タバコ XhW: 筋肉
@ ˚®@ 火 ®tCh@: hka 氷
0 ˚t0Ý 毒 hs0: 背負いかご
3 ˚tsh3 塩 r3: H@ tChoP そのほか
4.2. 鼻母音
鼻母音は長短ともに見られる。母音によって出現頻度に差がある。/u, W, @, 0/は
長鼻母音が見られない。また、/i, e, A, O, o, @, 3/は鼻母音になるものと末子音に/N/
を伴う例とが対立する15。ただし/@N, 3N/は出現例が少ない。
以下に鼻母音の具体例を、長短それぞれ１例ずつ掲げる。参考として、対応す
る非鼻母音が末子音/N/を伴う例も添える。
　短鼻母音例　　　 長鼻母音例 末子音/N/つき例
i Hdý@Ý htı˜ 宇宙 ùı˜: 雲 KiN 来る (ii)
e sha Ke˜ 種 hmje˜: 薬 ®jeN 古い
E HdýE mba 小麦粉 NkhE: lW 腎臓
a ˚ùã nde 硬い je ,e ntã: ®u˜ 学者
A w

A lW ひざ nA: hNW 天 ˚hkwAN 満ちた
O ˚hmõ lO 願う ®O: 牛糞 sho mON 櫛
o HbAN dõ 蜜蜂 ®õ: riÝ 蜘蛛 KoN 来る (i)
u ®A: ®u˜ 息子
W Hg W Ng3 冬
@ ®@ HgoN 昼間 ni ù@N 姉妹
0 s0 ã0P 糸
3 dýa l3 道 hs3: 心臓 dýa ù3N 乞食
5. 子音
子音は、初頭子音について単子音および子音連続に分けて具体例を挙げつつ考
察する16。
15 末子音/N/に先行する母音は必然的にやや鼻母音化するが、鼻母音の場合と比べて鼻腔共鳴が弱い。
16 末子音としては、/P, Ý, N/が認められるのみであるため、特に取り上げて議論はしない。
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5.1. 単子音
単子音の具体例は、可能な限り２例ずつ挙げる。
5.1.1. 閉鎖音・破擦音
Astong方言は基本的に閉鎖/破擦音17に無声有気、無声無気、有声の３系列を有
する。
/ã, g, dz/の単子音は語中に見られ、かつ/dz, g/は定着した漢語来源借用語に見ら
れる。
例語 語義 例語 語義
ph ˚phAÝ ぶた phuÝ ko 鳩
p ˚poÝ 散らかす puP 吹く (ii/iv)
b b@ doN 深い ba htCa 窓
th ˚thoÝ 上 thu hts@ 桃
t to: 煙 tu: riÝ けんかする
d do: goN 石 du tshiP ベル
úh ˚úh@ １万 úh@ thu 引き出し
ú ˚ú@ 書く (ii/iv) úu 粥
ã s0 ã0P 糸 ˚Hdýam ãa úe˜ 心配する
kh kha hta からす khu: 沸く
k kA: 柱 kuÝ 曲がる
g ph@ gi 布団
qh qhA: 雪 ˚qhuP 針
q ˚htCi qu おもての
P Pa ma 母 Pa lW 猫
tsh ˚tshAÝ 準備する tshu: 甥
ts ˚ts@ hk3 ひづめ ˚khe: ts@ １つ
dz pe˜ dz@ ノート koN dzo 公務員
tCh ˚tChAÝ 血 ra tChu tChu 子山羊
tC tCAÝ ,@ うるさい tCu w,@ 14
dý dýa ,@ 滑る dýa ù3N 乞食
5.1.2. 摩擦音
Astong方言は基本的に摩擦音に無声有気、無声無気、有声の３系列を有する。
/Êh, Ê/は音声学的には前部硬口蓋と軟口蓋との二重調音で実現されるが、語に
よってときどき [xh, x]と発音される場合がある。/s/については単子音としては現
17 そり舌閉鎖音/úh, ú, ã/の実際の音価には、特に無声有気音については閉鎖とともに微弱な摩擦の要素も含む場
合があり、たとえば [úùh]のようになって破擦のように聞こえることもあるが、これが歯茎や前部硬口蓋で調
音される破擦性とは明らかに異なっている。破擦音とする音素の音声実態には、十分な摩擦音成分が含まれ
ており、[ts]や [t´C]のように表せるが、そり舌音については [úù]と書き表すには摩擦音成分が弱い。
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れない。/Ý/は末子音としてのみ現れる。
例語 語義 例語 語義
sh sha tCha 場所 she: 育てる (iv)
s
z zA mb3 橋 ˚ziÝ 豹
Ch ˚Ch@ 故郷 ˚ChAÝ 掃く (iv)
C C@ H3 ねずみ CW hpo 酸っぱい
ý ®i ma ýe 日向ぼっこする
ù ùı˜: 雲 ˚ùAÝ やけどする
Êh ˚Êh3 mba 皮膚 ˚Êha ni ma 妹
Ê Êo hts@ 結ぶ
x Hdý0 xu: 穴に通す xW Ha tCaw ts@ あくびする
, ,A: ,@ 固定する h®@ ,@ ペン
Xh Xhu Xhu 回族 XhA: lON 計る
X XuÝ XoÝ 紙 ˚s@N Xo 生活
K KuÝ pa ふくろう sha Ke˜ 種
Ý
h ˚ha re 横の ha lON ba lON まあまあ
H Ho K3 脂肪油 No ma Ho dze 真の
5.1.3. 共鳴音
Astong方言の共鳴音には両唇半母音を除き有声音系列しか存在しない。/w

/は単
子音としては例が少ない。
/r/の実際の音価には代表的なものとして [õ, ü, ô]など複数ある。
例語 語義 例語 語義
m me toÝ 花 mo: 耕す
n ne: 小麦/青稞 no: 間違う
® ®e: sha ベッド ®A: ®u˜ 子供
N Na 私 No Êhi 知り合い
l la tC0 唐辛子 ˚lo 年
r ra 山羊 ra r3 ざらざらの
j ja: ro 男 ˚ja ra 上のほう
w wA: mbo 太い wo jiP チベット文語
w

w

A lW ひざ
5.2. 子音連続
Astong方言に見られる子音連続の組み合わせは比較的多いが、その組み合わせ
には一定のパターンが見られる。わたり音を含まないものを考えると、最初頭子
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音 C と主子音 Ci の間の組み合わせが決まっており、最初頭子音の特徴によって次
のように分けることができる。
1. 前鼻音
2. 前気音
3. 両唇接近音
4. そり舌摩擦音
5. 軟口蓋摩擦音
このうち、最初の２種以外は見られる数が非常に少ない。また、基本的に前気
音を除いて子音連続間の有声性は一致する。
これらの子音連続の組み合わせとは独立して、わたり音 G が現れる。よって、
最大で以上に示した組み合わせとわたり音を初頭子音群に含むことができる。
以下に子音連続の組み合わせを基準に分類して具体例を掲げる。
5.2.1. 前鼻音
前鼻音は有声および無声無気閉鎖・破擦音に先行し、有声性において一致する
のが基本である。ただし、例外的なものに/m®, m®/がある。
有声音に先行するもの
mb : ˚mbW　虫
nd : nd@ mba　泥
ïã : ˚ïã0Ý　龍
Ng : Ngo lW　頭
ndz : ndzW ,W　指
®dý : ®dýO: htse　傍
無声有気音に先行するもの
m
ph : ˚mphW　飛ぶ
n
th : nthõ mbo　高い
ïúh : ïúhoÝ　略奪する
Nkh : NkhE: lW　腎臓
ð
qh : ðqha Ne　前
n
tsh : ntshi:　放牧する
®tCh : ®tChW hto　口
例外18
m® : m®@ ùtCoN　独身
m
® : m®õ ba　狂人
18 /m®õ ba/「狂人」には/
h®õ ba/という変異形もある。
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5.2.2. 前気音
前気音は閉鎖・破擦音（有声および無声無気）、摩擦音および共鳴音に先行し、
鼻音に先行するものを除いて有声性において一致するのが基本である。
有声性の一致するもの（無声）
hp : ˚hpW　毛
ht : ˚hta　馬
hú : hú@ hkW　活仏
hk : ˚hkW　仏像
hts : htsAÝ hpa　起毛ジャケット
htC : ˚htCe　舌
hsh : ˚Ch@ hshoÝ　外側
hs : ˚hse: nAÝ　金
hù : ˚hùe　混ぜる
hCh : ˚kha hChe　開く
hC : hCiP hk3　春
hÊ : ˚hÊW　剥く (i/ii)
hx : ˚hxa ma re:　いつか
有声性の一致するもの（有声）
Hb : HbAN dõ　ミツバチ
Hd : Hdu:　木
Hã : Hão: ,W　ボタン
Hg : HgW Na　卵
Hdz : HdzA:　月
Hdý : ˚Hdýa　漢族
Hz : Hze: r@　釘
Hý : ˚Hýa:　貼る
H, : H,i:　消化する
Hm : ˚HmAÝ　軍人
Hn : Hna ma　息子の嫁
H® : ˚H®i:　２
HN : HNa moN　らくだ
Hl : HloN　風
Hr : ˚Hrã Ne:　それから
Hw : Hwa mo　爪（人の）
Hj : ˚HjAÝ　ヤク
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有声性の一致しないもの
hm : ˚hmuÝ pa　霧
hn : hna Ngo　鼻
h® : h®e˜ Ngo　枕
hN : ˚hNõ mbo　青い
5.2.3. 先行子音が両唇音
このタイプの子音連続には、先行する両唇音に閉鎖音のものと半母音のものが
ある。いずれも各子音要素が有声性において一致する。なお、/w/はときどき [F]と
して実現される。
先行する両唇音が閉鎖音のもの
púh : Hdu: púhuÝ　苗
pú : púo ˚®tChõ　踊り
ptC : ptCa HleÝ　みんな
先行する両唇音が半母音のもの
w
ù : ˚wùi:　猿
w
Ch : ˚wChAÝ　掃く (i/ii)
w
C : ˚ma wCa ˚ãoP　孔雀
wg : wgo hkON Ha ˚zoÝ　子なしのめすヤク
wz : ˚wza:　腐る
wý : wý@ Hge:　分家する
w, : w,o　搾り出す (i)
wn : wn@ Ngo　人
wr : wri lo　み年
w, : w,oÝ k@　未来
5.2.4. 先行子音がそり舌音
このタイプの子音連続は見られる例が少ない。子音要素が等価に発音されるタ
イプのものもある。
ùú : ùú@P moN　指輪
ùk : ùko　掘る (i)
ùtsh : kha ùtshe　笑い話
ùtC : m®@ ùtCoN　独身
ùts : tCo ùtse　椅子
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5.2.5. 先行子音が軟口蓋音
このタイプの子音連続は見られる例が少ない。子音要素が等価に発音されるタ
イプのものもある。
xk : ˚xka: mo ji: sha　危険
xp : sho xpo　モンゴル族
xk : úwAN xka　胸
xts : ˚xtse mo　祭り
xtC : nthe xtCı˜　親指
5.2.6. わたり音を含むもの
わたり音には/w, j/がある。いずれの組み合わせも見られる語が少ない。なお、
例をあげるにあたって漢語来源借用語と明らかに判断できるものは含まない。
/w/のもの
tw : twE:　食料
úhw : úhwA hpa　首
úw : úwA mb@　本
kw : kwo htCa　ごみ
qw : ˚Pa: qwa ˚htCi　抱擁する
tCw : tCwAN NkhwON　トイレ
dýw : ˚Êh@ ka re dýwON htõ　伸びる
shw : shwo　火打石
ùw : ùwAN　物乞いする
Cw : Cwo lo　ね年
,w : Pa ,wON　母方のおじ
Xhw : ˚XhwAN　整列する
Kw : ˚tCa KwAN　茶を入れる
hw : hw3　靴
rw : rwAN nAÝ　蚊
/j/のもの
thj : thje˜ ndo　灰色
kj : te wu t@ ˚kja wu　ひよこ
tChj : ˚Hgo tChjo　玄関
tCj : tCjAÝ　灯す
,j : ,jiN　畑
®j : ®jeN　古い
Nj : riN Nja Hu　長い
128
鈴木博之：ヒャルチベット語松潘・大寨 [Astong]方言の音声分析
5.2.7. ３子音連続
少数ではあるが、３子音連続が見られる。
hmj : hmje˜:　薬
n
thj : nthje˜:　持ち出す
ïãw : ïãwa　客
Nkhw : NkhwE:　家
hkw : ˚hkwa　足
Ngw : ïã0Ý NgwE　竜神
htsw : htswAN ma　清潔な
®dýw : ˚pho: ˚®dýwAN　満腹になる (i/ii)
hsw : hsw3: mo　涼しい
6. 蔵文との対応関係による Astong方言の特徴づけ
チベット文語（蔵文）形式と口語形式の対応関係を探ることはチベット語方言の
特徴を分析する伝統的な手法であり、西 (1986)や鈴木 (2008b)、張濟川 (2009:257-
358)などの先行研究に一定の注目すべき対応関係の傾向が示されている。
さて、ヒャルチベット語については、すでに複数の方言の事例が孫天心 (2003)
や Suzuki (2005a)、鈴木 (2007b, 2008ab)によって分析されている。これらを参考
にしつつ、ヒャルチベット語の中における Astong方言の特徴づけも行う19。
ここでは初頭子音と母音＋音節末形式の２つに分けて述べる20。なお、この考察
の目標は通時的な議論を行うのではなく、方言の特徴づけを行うためのいくつか
の指標に基づいた対応関係を提示することにある。
6.1. 初頭子音
6.1.1. 閉鎖・破擦・摩擦音の有声性
Astong方言では、閉鎖・破擦音について、蔵文で基字に先行する子音がない有
声音字 g, j, d, b21は、それぞれの調音点の無声無気音に対応する。たとえば、以下
のようである。
po mo「娘」(bu mo)
ti tsheP「時間」(dus tshod)
˚tCa「茶」(ja)
koN ma「王」(gong ma)
19 ヒャルチベット語の諸方言に言及するときは、1.1で示した方言区分及び名称に従う。
20 レジスターについても議論することが必要と考えられるが、蔵文との対応という観点から考えると状況が極
めて複雑であり、方言は異なるが Suzuki (2005b)の試みた分析に、レジスターの蔵文との対応関係が複雑であ
ることの一端が示されている。Astong方言についても現段階では明確な蔵文との対応関係を分析できないた
め、本稿では割愛する。
21 有声音字としては dzも含まれるが、dzではじまる蔵文形式に対応する口語形式は得られていない。
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また、これらの文字に足字がある場合も同じく無声無気音に対応する。たとえ
ば、以下のようである。
˚C3「鳥」(bya)
ú@ tCoN「ナイフ」(gri chung)
˚ú0Ý「６」(drug)
úwAN xka「胸」(brang ka)
以上の蔵文有声音字に先行子音（頭字、前接字；m, ’を除く）が存在するとき、
Astong方言では有声音で現れる。しばしば前気音を伴う。たとえば、以下のよう
である。
do: goN「石」(rdo)
˚Hdz3「山」(rdza)
Hgõ mba「寺」(dgon pa)
˚Hdýa「漢族」(rgya)
˚Hga「愛する」(dga’)
Hdý@P mo「重い」(ljid)
一方、摩擦音については、前接字の有無に関わらず有声音で現れる。たとえば、
以下のようである。
˚zoÝ「牛」(zog)
w,o「ヨーグルト」(zho)
zON「よい」(bzang)
˚w,@「４」(bzhi)
以上の特徴は、Sharkhog 方言群および Khromjekhog 方言群とほぼ一致する。
Khodpokhog方言群や dPalskyid方言群の多くの方言では、有声性の現れについて
異にする点が多い。
6.1.2. 蔵文 sh, zh対応形式
Astong方言では、基本的に軟口蓋の関わる摩擦音が対応する。たとえば、以下
のようである。
˚Êh3「肉」(sha)
˚ÊhiÝ「しらみ」(shig)
,3 Ngo「帽子」(zhwa ’go)
,jiN「畑」(zhing)
いずれの場合も軟口蓋での調音が関わっているのが認められる。蔵文 zh対応音
は先に示した w,o「ヨーグルト」(zho)にも見られるように、軟口蓋摩擦音の周辺
にわたり音が認められる例が少なくない。一方蔵文 sh対応音は多くが前部硬口蓋
と軟口蓋との二重調音で実現され、わたり音を伴う例はほぼ認められず、例によっ
ては音声学上の変異として軟口蓋摩擦音のみで現れることもある。この調音方法
から見れば、対応する有声音は/,j/にあたるが、これは必ずわたり音を含むタイプ
である。
この特徴はヒャルチベット語全体に見られるが、方言ごとに軟口蓋と前部硬口
蓋の調音にゆれが見られ、安定的ではない。
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6.1.3. 蔵文 Py対応形式
蔵文 Pyは、p, ph, bに足字 yを伴う形式を含む形式についていう。
Astong方言の対応形式は、基本的に前部硬口蓋摩擦音である。たとえば、以下
のようである。
hChe「開ける」(phye)
˚C3「鳥」(bya)
hCiP hk3「春」(dpyid ka)
CON「学ぶ (i/ii)」(sbyang)22
これは多くのヒャルチベット語方言と共通する。ただし Khodpokhog 方言群で
は歯茎摩擦音となる点で異なる。
6.1.4. 蔵文 Ky対応形式
蔵文 Kyは、k, kh, gに足字 yを伴う形式を含む全ての対応形式についていう。
Astong方言の対応形式は、基本的に前部硬口蓋破擦音である。たとえば、以下
のようである。
tCh@ ,@「犬」(khyi)
˚Hdýa「漢族」(rgya)
˚htC@P po「幸せな」(skyid po)
ただし蔵文 sky対応形式には、CW hpo「酸っぱい」(skyur po)のように、前部硬
口蓋摩擦音で現れるものもある。
以上の特徴は、Sharkhog 方言群および Khromjekhog 方言群とほぼ一致する。
Khodpokhog方言群では基本的に歯茎破擦音となる点で異なる。dPalskyid方言群
では方言ごとに異なるが、前部硬口蓋破擦音のほかに前部硬口蓋閉鎖音（´h, ´, ¢）
や硬口蓋閉鎖音で現れる。
6.1.5. 蔵文足字 r対応形式
蔵文足字 rを含む形式には、Pr (=pr, phr, brを含む形式)、Kr (=kr, khr, grを含む
形式)、tr, drなど閉鎖音を含むもののほか、srなどもある。
Astong方言では、一部の蔵文 Kr類、spr, sbr対応形式を除いて基本的にそり舌
閉鎖音に対応する。たとえば、以下のようである。
púo ˚®tChõ「踊り」(bro ’chams)
úwAN xka「胸」(brang ka)
Hdu: púhuÝ「苗」(sdong phrug)
hú@ hkW「活仏」(sprul sku)
ú@ tCoN「ナイフ」(gri chung)
ú@P sh@「影」(grib ?)
˚ú0:「ラバ」(drel)
úe˜:「思い出す」(dran)
一部の蔵文 Kr 対応形式には、前部硬口蓋破擦音があたるものがある。たとえ
ば、˚tChAÝ「血」(khrag)、˚Hdýa「仇」(dgra)、tCo「小麦」(gro)など。
22 「学ぶ」の口語形式は蔵文の頭字 sがない形式に対応関係が見られ、松潘県のヒャルチベット語方言ではよく
見られる。
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蔵文 spr対応形式には、通例そり舌摩擦音があたる。たとえば、ùı˜:「雲」(sprin)、
dýa ù3N「乞食」(rgya sprang)など。なお、「猿」(spre’u)には Pa piと˚wùi:の２つの
対応形式がある。
蔵文 sbr対応形式には、通例そり舌流音があたる。たとえば、rwAN nAÝ「ハエ」
(sbrang nag)、˚wri:「蛇」(sbrul)など。
この対応関係は多くのヒャルチベット語方言のみならず、アムドチベット語に
も見られる。
一方、蔵文 sr 対応形式にはそり舌摩擦音が当たる。たとえば、以下のようで
ある。
˚ùuÝ「命」(srog)
ni ù@N「姉妹」(? srung)
ù3:「かわうそ」(sram)
ùO: Kõ「薄い」(srab ?)
この対応関係もまた、多くのヒャルチベット語方言およびアムドチベット語に
も見られる。
6.1.6. 蔵文基字 l, y対応形式
Astong方言では、蔵文基字 l, yはそれぞれ/l/、/j/が対応する。前者は蔵文で足字
になる場合でも/l/に対応すると考えられる。たとえば、以下のようである23。
lAÝ pa「手」(lag pa)
˚lo「年」(lo)
HloN「風」(rlung)
Hlo:「肺」(glo ba)
˚Hla ma「ラマ」(bla ma)
je ,e「文字」(ji ge)
Hje: ma「花椒」(g.yer ma)
Hji「ジャスパー」(g.yu)
この特徴は、Sharkhog 方言群および Khromjekhog 方言群とほぼ一致する。
Khodpokhog方言群の一部の方言では、蔵文基字 l, yにそれぞれ/j/、/z/がぞれぞれ
対応し、dPalskyid方言群の Babzo下位方言群の方言では蔵文 g.yに/ý/が対応する
点で異なる。
なお、蔵文 lh対応形式は基本的に/Hl/である。たとえば、以下のようである。
˚Hl3「神」(lha) ˚Hlo「南」(lho)
ただし、hw3「靴」(lham)もあるが、例外と見られる。
この特徴は Sharkhog方言群、Khromjekhog方言群および Khodpokhog方言群の
多くの方言に見られる一方、dPalskyid方言群では/l

/が対応する点で異にする。た
だし前者に属するいくつかの方言では、/l/で現れるとともに、音節末に/H/を伴う
タイプのものがある。
23 この対応関係は、ヒャルチベット語分布地域の東で話されるペマ語について、蔵文と対応する語彙で蔵文基
字 l, yにそれぞれ/j/、/ý/が対応するため、重要になってくる（鈴木 2008a）。
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6.1.7. 蔵文頭字 s+共鳴音字を含む形式
蔵文頭字 s+共鳴音字の組み合わせには、s+各鼻音および sl, srがある。このう
ち srについてはすでに述べたので、ここではそれ以外について述べる。
Astong方言では、蔵文鼻音字に頭字 sを伴う形式には、基本的に無声前気音を
伴う有声鼻音で現れる。たとえば、以下のようである。
hmje˜:「薬」(sman)
h®e˜ Ngo「枕」(sngas ’go)
˚hNõ mbo「青い」(sngon po)
hna Ngo「鼻」(sna ’go)
例外的に、m®õ ba「狂人」(smyon pa)のような例もある。
以上の基本的な対応関係は、Khromjekhog方言群を除くヒャルチベット語に共
通する。
次に、蔵文 sl対応形式には、前気音を伴う無声歯茎破擦音または前気音を伴う
有声側面音があたる。たとえば、以下のようである。
˚htsa ,@「安い」(sla gi)
˚htsowP「着く」(slebs)
˚htsowP「教える」(slob)
Hla「編む」(sla)
以上の対応関係は、いくつかのヒャルチベット語に共通して見られる。
6.1.8. 前鼻音を含む子音連続
Astong方言の前鼻音を含む子音連続は、前鼻音要素に後続する子音に無声有気
音と有声音がある。この口語形式は蔵文との対応関係とうまく一致する点が多い。
前鼻音要素と後続する子音は、調音点、有声性についてほぼ一致する。たとえば、
以下のようである。
Ngo lW「頭」(mgo ?)
˚mbW「虫」(’bu)
˚ntsho「海」(mtsho)
®tChW hto「口」(mchu ?)
しかし一方で、以上の特徴は Sharkhog 方言群、Khromjekhog 方言群および
dPalskyid方言群に共通するが、Khodpokhog方言群では基本的に無声有気音字に
m, ’が前接する場合でも前鼻音を伴う有声音として実現される24。
さて、蔵文には初頭子音に前鼻音に対応する要素を含んでいないにもかかわら
ず、いくつかの語には前鼻音が現れる。たとえば、NkhwE:「家」(khang ba)、ïúhe Na
「数珠」(phreng ba)などがある。この現象はヒャルチベット語の中でも散発的に見
られる。アムドチベット語牧民方言の数種にもこの対応関係を示す例がある。
6.2. 母音＋音節末形式
基本的な対応関係は以下のように示すことができる25。
24 この特徴はペマ語にも当てはまる（鈴木 2008a）。
25 蔵文再添後字 sは口語形式に明確な対応関係を得られないため、以下の表では省略する。また、いくつかの対
応形式は不明であるため、空白にしてある。
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VnC # / ’ b d g m n ng r l s
a a / 3 ow iP AÝ 3(:) e˜(:) AN / ON a: E: / e: e: / i:
i @ iÝ ı˜(:) ı˜(:) iN / eN i:
u W WP uP / 0P 0Ý / uÝ õ(:) e˜(:) u: / uN W i: 0:
e e owP eP ı˜ e: i: e:
o o owP eP uÝ / oÝ õ / e˜ oN o: u: i: / 0:
なお、一部の蔵文対応形式では母音の入りわたりにわたり音/w, j/を伴うことが
あるが、それは上表に記載していない。
Astong方言の末子音における基本的な音対応の傾向は、末子音 b, dは声門閉鎖
音に、gは咽頭蓋摩擦音に、m, nは先行母音の鼻母音化（ときに長母音化）に、ng
は軟口蓋鼻音に、r, l, sは先行母音の長母音化26になる。
以上のようにまとめた対応関係は、特に母音の調音点について１つの主要な傾
向に過ぎず、異なる例も多々見受けられる。
このような対応の傾向は、全体的に見れば Sharkhog方言群とほぼ一致する。た
だし、母音の入りわたりにおけるわたり音の出現は、Astong方言に独特のもので
ある。他のヒャルチベット語には、鼻母音のないもの27、開音節を主要な対応関係
とするもの28など、多岐にわたる。
7. 語形式による Astong方言の特徴づけ
蔵文との対応関係による方言の特徴づけは、チベット語の方言の中による類型
的特徴を明らかにするものである。これに対し、語形式による方言の特徴づけは、
方言間の類型の類似を越えて、地域的な側面から分析することになる。
7.1. 特徴的な音素を含む語形式
Astong方言の音体系を見ると、口蓋垂音の系列、無声半母音そして中舌半広母
音に注目することができる。
口蓋垂音をもつ例は限られていて、閉鎖音では以下のものが認められる。
qhA:「雪」、˚qhuP「針」、ðqha Ne「前」、˚htCi qu「おもての」、qha ChAÝ「から
い」、˚tsha qha ®oN「塩辛い」、˚Pa: qwa ˚htCi「抱擁する」
以上の例のいくつかは、ヒャルチベット語諸方言のみならず、阿壩州に分布する
アムドチベット語にも同様に口蓋垂閉鎖音/qh, q/をもっている方言が存在する29。
26 いくつかの語では短母音で対応する。
27 たとえば Babzo方言（鈴木 2007b）、gZhungwa方言（鈴木 2008b）など。
28 たとえば gZhungwa方言（鈴木 2008b）など。
29 いくつかのヒャルチベット語方言から例を挙げると、以下のようである。
Babzo方言（詳細は鈴木 (2008b)参照）
qhA:「雪」、qha da「からす」、qha nde「苦い」、qha ChAP「からい」、quP「穴が開く」、qA: r0: de r@「暗
くなる」、q@「刺繍する」、sh@ ðåe「獅子」
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一方、口蓋垂摩擦音のうち有声音/K/が蔵文 ’ に対応するものが見られるけれど
も、無声音の場合は来源が不明のものがある。後者について、たとえば以下のも
のがあげられる。
XhW:「筋肉」、Xhu Xhu「回族」、XhA: lON「計る」
無声半母音/w

/は単独で出現する例は˚w

A lW「ひざ」の１例のみである。ヒャル
チベット語の中では独自の音素といえるだろう。
中舌半広母音/3/はよく見られ、たとえば以下のような例がある。
®i m3「太陽」、˚sh3「地」、˚ma kh3「傷口」
この音素はほぼ蔵文 a#に対応する。しかし蔵文 a#には/a/に対応するものも
ある。前者は特に第２音節に現れやすい。この音素はヒャルチベット語では
gZhungwa方言に設定され、来歴も酷似している点に注目できる（鈴木 2008b）。
7.2. 語形式自体に見られる特徴と特殊性
口語形式の中には、特定の方言（群）に見られる特徴がある。１つには、蔵文と
の対応関係を見出せても、それが口語形式として対応すること自体が個別的、も
しくは地域的観点から特徴的であるものがある。たとえば、以下のようなものが
指摘できる。( )内に Astong方言に対応すると考えられる蔵文形式を添える。
 ˚hpiP「チベット人」(spod)
 pe hkiP「チベット語」(bod skad)
 wo jiP「チベット文字」(bod yig)
 HzON sha「友人」(bzang sa)
 te wu「鶏」(de bo)
 me loN「鏡」(me long)
 tho ri「明日」(tho rengs)
以上のような例は、口語と蔵文の対応関係が比較的明瞭であるように見えるが、
注目すべき点がそれぞれある。いくつか説明を与えておくと、以下のようである。
第１～３例の第１音節は、本来ならば同源語であるから、その発音も同一になる
ことが期待されるが、そうではない。民族名が蔵文 bod対応形式でない点は注目
に値する。spodは当該語で音対応が自然になる例の１つである。「チベット文字」
の形式はアムドチベット語からの借用と考えられる。「友人」が蔵文 bzang saに対
応するのは、これも sKyangtshang方言や Thangskya方言などのヒャルチベット語
Thangskya方言
qhA:「雪」、qhA No「顔」、qhA ,A「牛乳の膜」、qo ze˜「衣服」、qW Na「襟」、qhA ja「ふた」、m@ hqa「偽
の」、qha nde「苦い」、qha Cha「からい」、˚tsha qha「塩辛い」、Pã n@ ˚hqA:「手に入れる」
sKyangtshang方言
qhA: / qhA wa「雪」、qha nde「苦い」、qha hùA:「からい」
ほかにも、孫宏開・王賢海 (1987)、華侃・尕藏他 (1997)、華侃　主編 (2002)、Sun (2003b)、鈴木・イェシェム
ツォ (2006)などが記述する方言を参照。
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方言、および Sun (2003b)の扱う Zhongu方言にも見られる点から、地域的なもの
と判断される。「鶏」「鏡」はそれぞれ蔵文形式 bya、shel sgoが広く見られる口語
対形式であるが、Astong方言の形式はヒャルチベット語に共通して見られる、地
域的な語形である。「明日」は蔵文 sang nyinの対応形式が広く用いられているが、
ヒャルチベット語では広く蔵文 tho rengs / tho rangs（語義は「夜明け」）の対応形
式と考えられる口語形式を用いる点で興味深い30。このように、地域的特徴の一端
を見出すことができる。
また、漢語などからの明確に借用語と分かるものを除いても、対応する蔵文形
式が不明であるものが少なからず存在する。Astong方言において、たとえば名詞
についていくつか指摘すると、以下のようなものが挙げられる。
 kh W mba「雹」
 she˜: dA「爪（動物の）」
 Pa ®õ「子ぶた」
 Pa lW「猫」
 na lo「葉」
この種の例の中には、近隣のヒャルチベット語諸方言に共通して見られるもの
もあるけれども、Astong方言に特徴的なものもあり、「雹」「子ぶた」などがそれ
に当たる。
8. まとめ
本稿では Astong 方言の音声分析を通じて、２種のレジスターによる対立、/qh,
q, w

, 3/ などの特徴的な音素、初頭子音連続における複数の組み合わせパターン、
末子音における/P/と/Ý/の対立や鼻母音と非鼻母音＋/N/の対立などといった特徴を
もっている方言であることを明らかにした。
Astong方言は、相対的に見てヒャルチベット語 Sharkhog方言群の特徴をよく示
している方言といえ、地域的観点から見ても同方言群に属する方言と見てよいだ
ろう。音声学的特徴について、特に子音連続の構成が比較的複雑であることを考
えると、Shar-smad下位方言群の特徴を示しているといえ、現段階では Astong方
言も、分布する谷が違うとはいえ、Sharkhog方言群 Shar-smad下位方言群に属す
る方言ということにする。
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分類語彙 1400
配列は華侃　主編 (2002)に準拠し、名詞、数詞、代名詞、形容詞、動詞の順で
ある。
名詞は、意味によって小区分を設けた。
動詞は、形態変化するものについてのみ、次の記号を語形の後ろにつけて示す。
(i) : 未完了、(ii) : 完了、(iv) : 命令、（表示なし）：変化なし。
天文地理
天　　　 nA: hNW / ´nA: geP
太陽　　 ®i m3
光　　　 jeP
月　　　 HdzA:
星　　　 hka: ma
天気　　 nA: hNW
雲　　　 ùı˜:
雷　　　 ˚thuP
風　　　 HloN
雨　　　 nA:
虹　　　 ®dýE ntshe˜
雪　　　 qhA:
雹　　　 kh W mba
霜　　　 pa mo
露　　　 z0 Ha
霧　　　 ˚hmuÝ pa
氷　　　 ®tCh@: hka
火　　　 ˚®@
煙　　　 to:
空気　　 ˚HuÝ
地　　　 ˚sh3
山　　　 ˚Hdz3
尾根　　 Hdza Nõ
洞窟　　 ˚Hdz3 khW nW
洞穴　　 khW nW
川　　　 ˚tChW
海　　　 ˚ntsho
貯水池　 tChW toN
井戸　　 tChW koN
道　　　 dýa l3
土　　　 ˚sh3
畑　　　 ,jiN
石　　　 do: goN
砂　　　 Ce m3
泥　　　 nd@ mba
水　　　 ˚tChW
森　　　 nAÝ shiP
金　　　 ˚hse: nAÝ
銀　　　 ˚HNu
銅　　　 zON maP
鉄　　　 ˚htCAÝ
瑪瑙　　 hpi: Êhi:
黄銅　　 she: HgiP
炭　　　 shu Ho
場所　　 sha tCha
黄河　　 ma tChW
ラサ　　 Hla sha
橋　　　 zA mb3
家　　　 dE:
故郷　　 ˚Ch@
人体
体　　　 l0 hpo
頭　　　 Ngo lW
髪　　　 Ngo hpW
額　　　 thoP pa
眉毛　　 ®iÝ hpW
目　　　 ®iÝ doP
鼻　　　 hna Ngo
鼻の穴　 hna khoN
耳　　　 na kheP
顔　　　 kha NW
口　　　 ®tChW hto
唇　　　 ®tChW hp3
あごひげ　 kha hpW
あご　　 ma ®tChW
首　　　 úhwA hpa
背　　　 Hdýow htsa
胸　　　 úwAN xka
乳房　　 nW m3
乳　　　 Ko ma
腹　　　 pho:
へそ　　 pho hte
腰　　　 hke: p3
尻　　　 ntshON ra
太もも　 ®e˜ loÝ
ひざ　　 w

A lW
足　　　 ˚hkwa
腕　　　 úhwAÝ pa
手　　　 lAÝ pa
手首　　 lAÝ khuÝ
指　　　 ndzW ,W
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手のひら　 lAÝ nthi:
親指　　 nthe xtCı˜
中指　　 ndzW ˚htCi:
小指　　 ndzW tChoN Pa ®u˜
爪（人の）　 she˜: dA
拳　　　 mbW HdzoN
肛門　　 ntshON ra
皮膚　　 ˚Êh3 mba
傷口　　 ˚ma kh3
しみ　　 ma dýe
血　　　 ˚tChAÝ
筋肉　　 XhW:
脳　　　 Ngo lW
骨　　　 rW hpa
脊椎　　 Hge: tshiÝ
歯　　　 ˚sho
歯茎　　 shu ®i
舌　　　 ˚htCe
喉　　　 ®iP p3
肺　　　 Hlo:
心臓　　 hs3:
肝臓　　 ®tChe˜ mba
腎臓　　 NkhE: lW
胆嚢　　 ®tCh@ hpa
胃　　　 hs3: xka
腸　　　 dýW ma
大便　　 htCa: hpa
小便　　 ˚tChW
屁　　　 tCA: ú@
汗　　　 Nu: tCh@
痰　　　 khE: l0P
つば　　 tChW m3
鼻水　　 hna: tChW
涙　　　 ®iÝ tChW
声　　　 ˚hkiP
死体　　 Êh@ ro
命　　　 ˚ùuÝ
人物
人　　　 wn@ / ˚n@
チベット人　 ˚hpiP
漢族　　 ˚Hdýa
蒙古族　 sho xpo
回族　　 Xhu Xhu
半漢半蔵　 dýa ma ˚hpiP
外国人　 ˚Ch@ Hdýa
大人　　 pho hsa:
子供　　 ®A: ®u˜
赤ん坊　 ®A: ®u˜ ®o: lW
老人　　 Hge hpo
老婦人　 Hge: mo
男　　　 ja: ro
女　　　 ma: ro
男女　　 ja: ro ma: ro
少年　　 pho hsa:
少女　　 po mo
公務員　 koN dzo
専門家　 NkhE hpa
商人　　 tshoN w3
医者　　 hme˜ mba
農民　　 ˚sha ˚li: w3
軍人　　 ˚HmAÝ
大工　　 m@ tsAN
鍛冶屋　 Nga: r3
英雄　　 pW Hgi:
女英雄　 ma: ro Na htCı˜
独身　　 m®@ ùtCoN
学者　　 je ,e ntã: ®u˜
こじき　 dýa ù3N
泥棒　　 ˚hk W ma
病人　　 ne: p3
仇　　　 ˚Hdýa
王　　　 koN ma
皇帝　　 ˚Ngwa
友人　　 HzON sha
仕立て屋　 Hzo w3
石屋　　 Hdõ Nkhe˜
盲人　　 ,3 ra
聾唖者　 na Kı˜
禿げの人　 ze: Hga
猫背の人　 dýuw Hba
ばか者　 Hle˜ mba
狂人　　 m®õ ba
どもる人　 ˚hkuÝ pa
客　　　 ïãwa
知り合い　 No Êhi
下男　　 lE:
下女　　 ma: ro lE:
祖父　　 Pa ®i
祖母　　 Pa ji
父　　　 Pa pa
母　　　 Pa ma
両親　　 pha ma
息子　　 ®A: ®u˜
息子の嫁　 Hna ma
娘　　　 po mo
娘婿　　 ma: xpa
孫息子　 tshu:
孫娘　　 tsha mo
兄　　　 Pa Hdýi
姉　　　 Pa htCa
弟　　　 ni wu
妹　　　 ˚Êha ni ma
父の兄　 Pa hkW
父の兄の妻　 Pa ma
父の弟　 Pa hkW
父の弟の妻　 Pa ma
甥　　　 tshu:
兄弟　　 ni wu
姉妹　　 ni ù@N
母の兄弟　 Pa ,wON
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母の兄弟の妻　 Pa ne
母の姉妹の夫　 Pa hkW
母の姉妹　 Pa ne
父の姉妹の夫　 Pa hkW
父の姉妹　 Pa ma
義理の父　 Pa hkW
義理の母　 Pa ma
家族　　 tCh@ ndOÝ sh3
親戚　　 ®i riN
夫　　　 wn@
妻　　　 na mo
未亡人　 wn@ me: wn@
子なしの女性　　　　　
　　　　 ®A: ®u˜ me: ®õ
双子　　 ntshe rw@P
私生児　 tCiP úuÝ
孤児　　 pha ma me: ®õ
家畜
家畜　　 ˚hta zoÝ
牛　　　 ˚zoÝ
黄牛　　 pa htCoP
水牛　　˚tChW zoÝ / ma je
ヤク　　 ˚HjAÝ / ˚zoÝ
めすヤク　 ˚zoÝ
子なしのめすヤク　
　　　　 wgo hkON Ha ˚zoÝ
ゾ　　　 ˚ndzo
おす牛　 HjAÝ th0P
湿牛糞　 ®O: Hlõ mba /　
　　　　 ®O Hã Hlõ mba
乾牛糞　 ®O: hkA mbo /　
　　　　 ®O Hã hkA mbo
角　　　 ra htse
ひづめ　 ˚ts@ hk3
皮　　　 ko H3 / ko:
毛　　　 ˚hpW
毛の色　 hpW ndoÝ
尾　　　 Na ma
馬　　　 ˚hta
子馬　　 ˚hta tChoN tChoN
荷馬　　 ˚khe˜ Nge ˚CiP ˚hta /
　　　　˚khe˜ Nge nd@ ®dýowP ˚hta
おす馬　 ˚pho hta
めす馬　 mo hta
鬣　　　 ˚hta jON riP
馬糞　　 hta l0P
羊　　　 ˚l0Ý
綿羊　　 ˚l0Ý
めす綿羊　 ma mo
山羊　　 ra
子山羊　 ra tChu tChu
子綿羊　 ˚l0Ý tChoN tChoN
羊毛　　 l0ÝhpW
羊糞　　 ra liP
騾馬　　 ˚ú0:
ロバ　　 poN htse
らくだ　 HNa moN
ぶた　　 ˚phAÝ
めすぶた　 phAÝ mo
おすぶた　 ˚phAÝ
子ぶた　 Pa ®õ
ぶた糞　 ˚phAÝ htCAP
犬　　　 tCh@ ,@
めす犬　 tCh@ mo
猟犬　　 tCh@ ,@
犬糞　　 tCh@ htCAP
猫　　　 Pa lW
うさぎ　 r@ KoN
鶏　　　 te wu
おんどり　 te htAÝ
めんどり　 te ko m3
ひよこ　 te wu t@ ˚kja wu
とさか　 te wu zE:
翼　　　 hÊoÝ pa
羽　　　 Ca hpW
鶏糞　　 te htCAÝ / Ca htCAÝ
鳩　　　 phuÝ ko
その他の動物
野獣　　 r@ htAÝ
猛獣　　 r@ htAÝ htse˜ mbo
虎　　　 ˚htAÝ
獅子　　 sheN Nge
龍　　　 ˚ïã0Ý
爪（動物の）　 Hwa mo
猿　　　 Pa pi / ˚wùi:
象　　　 lA: wu tChi
野牛　　 Hdza Hgo ,@ ˚zoÝ /
　　　　 hkON jAÝ
豹　　　 ˚ziÝ
熊/パンダ　 úe: moN
ヒグマ　 úe: moN ma HNo
いのしし　 phAÝ HgeP
鹿　　　 Êha mo
黄羊　　 ïã0: l0P
キバノロ　 lA:
麝香　　 Hla hts@
野ロバ　 Hdza Ngo ,@ ˚hta /
　　　　 Hdza Ngo ,@ ˚úi:
かわうそ　 ù3:
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ヤマアラシ　 phAÝ HgeP
ハリネズミ　 ˚C@ Hgwa ht@
ねずみ　 C@ H3
土ねずみ　,ji: nON ,@ C@ H3
ねずみ糞　 C@ Ho ˚htCAÝ
リス　　˚htAÝ HduP phe ,@
いたち　 ùe hti pha ma
狼　　　 ˚hCAN NgW
狐　　　 K3 / HK3
鳥　　　 ˚C3
鳥の巣　 Ca tshON
鳥糞　　 Ca htCAÝ
鷹　　　 Ca HlAÝ
はやぶさ　 Ca Ng@P
ふくろう　 KuÝ pa
ツバメ　 kha la khi tCa
すずめ　 Ci tChoN
カササギ　 ˚hka ,a
からす　 kha hta
めじろ　 thON hteP
啄木鳥　 ˚Ca ÊhiN hko
カッコウ　 ku hku:
孔雀　　 ˚ma wCa ˚ãoP
蛇　　　 ˚wri:
蛙　　　 ru Ha
トカゲ　 tChW riP ˚Hgo HdoP
魚　　　 ˚®a
虫　　　 ˚mbW
カメムシ　˚mbW ú@ ma ˚úo ®õ
しらみ　 ˚ÊhiÝ
ハエ　　 rwAN nAÝ
蚊　　　 rwAN nAÝ
蜘蛛　　 ®õ: riÝ
蜘蛛の糸　 ®õ: riN ntsho Hdýa
ミミズ　 toN n@
アリ　　 tCoÝ ma
アリ塚　 tCoÝ ma ntshON
ミツバチ　 HbAN dõ
蝶　　　 Cha ma loP htse
植物
木　　　 Hdu:
枝　　　 Hdu: na lo /　　
　　　　 Hdu: ˚tsh@ hka
苗　　　 Hdu: púhuÝ
幹　　　 Hdu: hkwA
根　　　 htsa hko
葉　　　 na lo
花　　　 me toÝ
柳　　　 HdýON m3
柏　　　 Êh@Ý pa
松　　　 Hdu:
ぶな　　 htAÝ m3
茶の木　 tCa Hdu:
竹　　　 ù@ ma
とげ　　 tshe mo
果物　　 ùwi gwO
桃　　　 thu hts@
梨　　　 li ts@
はすの花　 pe ma me toÝ /
　　　　 pe ma
冬虫夏草　Hja: htsa Hge˜ mbW
サフラン　 kW kõ: /
　　　　 kW kõ: me toÝ
胡桃　　 xW thO
穀物　　 lo htuÝ
食料　　 twE:
米　　　 ïãi:
種　　　 sha Ke˜
穂　　　 ˚hts3
小麦　　 tCo
大麦　　 ni: / ne:
青稞　　 ni: / ne:
とうもろこし　 j0 mi
綿　　　 mjE xwa
大根　　 lo ph@
唐辛子　 la tC0
たまねぎ　 Pa tshoN
ジャガイモ　 jA: j0
草　　　 ˚hts3
きのこ　 Êha mo
ひまわり　 ®i ma me toÝ
米　　　 ïãi:
食物
ごはん　 za ma
粥　　　 úu
小麦粉　 HdýE mba
モモ　　 ko htse
麺　　　 Ch@ kh@P
蒸しパン　 po ts@
餃子　　 tCO ts@
乾物　　 ko htse hk3 bo
朝食　　 za Ko za ma
昼食　　 ®õ HgoN za ma /
　　　　®õ HgoN ˚tCa
夕食　　 Hgo: Hdýa
ミルクティー　 Ko tCa
肉　　　 ˚Êh3
赤身　　 ˚Êh3 hk3 bo
油　　　 ma hkW
脂肪油　 Ho K3
バター　 ˚ma
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ヨーグルト　 w,o
ツァンパ　 ˚hts3 ba
牛肉　　 zoÝ Êh3
ソーセージ　 HdýW ma
塩　　　 ˚tsh3
砂糖　　 ma thAN
氷砂糖　 ®tCh@Ý hka ma thAN
酢　　　 ˚tsh0
花椒　　 Hje: ma
卵　　　 HgW Na
スープ　 thAN
酒　　　 rAÝ hkW
湯　　　 tChW HgiP
茶　　　 ˚tCa
タバコ　 tu Ho
薬　　　 hmje˜:
ぶたの餌　 phAÝ tCi:
鼻タバコ　 hna tW
衣料装飾
糸　　　 s0 ã0P
布　　　 ri:
絹製品　 ko htCı˜:
コート　 ri: toÝ lo
衣服　　 toÝ lo
チュバ　 pe: ,i
襟　　　 k@ NAÝ
袖　　　 phW roN
ボタン　 Hão: ,W
ズボン　 hkwON hnO
スカート　 nO: ,ı˜
スカーフ　 lAÝ ChiP
帽子　　 ,3 Ngo
ベルト　 hke rAÝ
靴下　　 wa ts@
靴　　　 hw3
起毛ジャケット　htsAÝ hpa
ハンカチ　 ùow pha
櫛　　　 sho mON
装身具　 ˚htCON la mOP HduÝ sha
宝石　　 r@ mbõ tChi
珊瑚　　 CW rW
ジャスパー　 Hji
象牙　　 p3 sho
琥珀　　 hpi: Êhi:
イヤリング　 na loN
ネックレス　 do sh0
指輪　　 ùú@P moN
ブレスレット　 Hdu ,W
住居
枕　　　 h®e˜ Ngo
家　　　 NkhwE:
屋根　　 NkhwE: htseN Ngo
土台　　 NkhwON sha
キッチン　 za ma li: sha /
　　　　 za NkhON
階層建築　 NkhwAN phuÝ
階上　　 NkhwA: thuÝ
階下　　 NkhwA: KoÝ
倉庫　　 ˚tCa ,3 ,a sha
牛小屋　 ˚zoÝ HduÝ sha
ぶた小屋　 ˚phAÝ HduÝ sha
馬小屋　 ˚hta HduÝ sha
羊小屋　 ˚l0Ý HduÝ sha
鳥小屋　 ˚te wu HduÝ sha
壁　　　 tChAN
丸太　　 HdoN ma
柱　　　 kA:
門　　　 ˚Hgo
閂　　　 Hgu diP
玄関　　 ˚Hgo tChjo
窓　　　 ba htCa
ステップ　 hki Ni
テント　 ji hk3
牛毛テント　 ji hk3 ˚Hdza wu
竹垣　　 Hgo ra
トイレ　 tCwAN NkhwON
生活用具
もの　　 tCa ,3
テーブル　 tCwo ts@
いす　　 tCo ùtse
ベッド　 ®e: sha
石鹸　　 ji: ts@
芳香石鹸　 ji: ts@
ガラス　 Êhe: Hgo
鏡　　　 me loN
箒　　　 pi ùtCa
明かり　 ˚t@
蝋燭　　 jO: l3
薪　　　 ÊhiN
炭　　　 Hdo shu:
火打石　 shwo
マッチ　 jO xo
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松明　　 ®e htCa
ごみ　　 kwo htCa
かまど　 tCa thuP
フライパン　 ˚hpa s@ Chi
蒸し器　 ˚htsi: KA: lON
ふた　　 kha jAÝ
ナイフ　 ú@ tCoN
木製椀　 Êhi: hka ji:
ボウル　 hka ji:
皿　　　 hka Hde
箸　　　 Êh W nd@
瓶　　　 Êhe˜ d3
ポット　 kwã th0
壷　　　 ùwi phi
背負いかご　 hs0:
ふいご　 ph W doP
吊りベルト　 thAÝ pa
秤　　　 Hdý3 ma
斗　　　 C0 htuÝ
お金　　 Hgo Hmo
資金　　 ma htsa
商品　　 tCoN re:
定規　　 ˚úh@ dz@
針　　　 ˚qhuP
釘　　　 Hze: r@
はさみ　 tChe˜ mba
はしご　 hki Ni
傘　　　 s3
鎖　　　 ze ma
鍵　　　 Hde ®iÝ
車輪　　 Nkho Hlo
棒　　　 ÊhiN
鞍　　　 ˚hta Hga
たづな　 thAÝ pa
めがね　 ®iÝ ra
船　　　 úW
飛行機　 ˚htCAÝ mphW
自転車　 htCAÝ hta
その他道具
斧　　　 hta ri
鋸　　　 sho: ri
鋤　　　 ˚hk3
かつぎ棒　 tA: tCho
縄　　　 thAÝ pa
鎌　　　 zo r3
碾き臼　 Hda HlW
織機　　 zoN kho
包丁　　 ÊhiN Hzo
銃　　　 põ:
弾　　　 nda
弓　　　 ˚H,@
火薬　　 põ: hmje˜
毒　　　 ˚t0Ý
贈り物　 tCON re
ノート　 pe˜ dz@
キルト　 ph@ gi
賞品　　 tCON re
文化教育
文字　　 je ,e
絵　　　 r@ mõ
本　　　 úO mb@ / úwA mb@
紙　　　 XuÝ XoÝ
ペン　　 h®@ ,@
インク　 hnAÝ tsha
学校　　 Cwo thAN
学問　　 jõ dı˜
話　　　 Hdzi:
チベット語　 pe hkiP
チベット文語　 wo jiP
名前　　 ®i:
姓　　　 rW ®i:
物語　　 t3 hpe
笑い話　 kha ùtshe
歌　　　 úhwAN k@
踊り　　 púo ˚®tChõ
太鼓　　 ˚HN3
ベル　　 du tshiP
鈴　　　 púo li
神仏　　 ˚Hl3
女神　　 Hla mo
鬼　　　 ïãe
女鬼　　 ïãe mo
悪魔　　 ïãe
竜神　　 ïã0Ý NgwE
仏陀　　 ˚Hl3
天堂　　 nA: NgeP
宇宙　　 Hdý@Ý htı˜
運　　　 le:
縁　　　 le:
ラマ　　 ˚Hla ma
活仏　　 hú@ hkW
僧侶　　 Pa hkW
尼　　　 tCo mo
管家　　 jõ dAÝ
還俗僧　 Pa hkW ma loÝ
地獄　　 ®E:
閻魔　　˚hÊı˜ Hdýe tCh0 Hdýe
寺　　　 Hgõ mba
経堂　　 tCho: NkhwAN
経院　　 Hgõ mba
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護法神殿　
　　　　Pa hkW ro nthu: sha
静修室　 ntshA: HduÝ sha
六字真言　 ma ú@ ma ne
焼香　　 ˚hpi:
宝の甕　 Êhe˜ d3
白塔　　 ®tChoP hte˜
火葬　　 ®e sa HãuÝ
天葬　　 r@ Hd@ C@ Ka dý0P
仏像　　 ˚hkW / ˚ïãa hkW
バター灯　 ®tChoP mi
カタ　　 kha htAÝ
生命樹　 ˚HduÝ r@ mbo tChi
お経　　 ma ú@ ma ne
数珠　　 ïúhe Na
抽象物
生活　　 ˚s@N Xo
優待　　 Hde sh3
用途　　 Hgo Hge: ju: sAP
原因　　 ˚tCh@ ts@ Hge:
答え　　
　　　　khe: she ka loÝ k@ Hdýu
苦しみ　 na sha / ka sha
間違い　 ˚no: ta loP
危険　　 ˚xka: mo ji: sha
感謝　　 zAN the:
影　　　 ú@P sh@
色　　　 ˚ndoÝ
夢　　　 ®i lA
精神　　 ˚hsA mba nON
考え　　 úE: hts@
外見　　 ˚HdoÝ
事情　　 le xka
方法　　 úE: hts@
力　　　 ˚ÊheP
監獄　　 jA: mi
うわさ　 Hdzi: ïúhuÝ
罪　　　 ®e˜ Hba
引き出し　 úh@ thu
会議　　 ˚khE xu
距離　　 ˚thAÝ re: thoN
歩行　　 ˚hkAN ba ˚phoP
位置方角
東　　　 ˚Êha:
南　　　 ˚Hlo
西　　　 nWP
北　　　 ˚CON
中間　　 htCi hko
そば　　 ®dýO: htse
左　　　 Hjo: hke
右　　　 úON Nge
前　　　 ðqha Ne
後　　　 ˚Ch@ hshoÝ
外側　　 ˚Ch@ hshoÝ
内側　　 ˚nON Ne
周り　　 thAwP hke
近所　　 Pa s@ tsa
境界線　 xa hnON ˚hts@ hnON
頂上　　 ˚thoÝ
上側　　 ˚thoÝ
下側　　 ˚KoÝ
上　　　 ˚thoÝ
下　　　 ˚KoÝ
下の方　 sha hke
高いところ　 ˚thoÝ
上のほう　 ˚KoÝ
ふもと　 ˚KoÝ
以上　　 ˚ïãi: ˚thoÝ t@
以下　　 ˚ïãi: ˚KoÝ t@
上へ　　 j@: di ˚thoÝ t@
下へ　　 m@: di ˚KoÝ t@
上半身　 l0 hpo ja Cu tse
下半身　 l0 hpo ma Cu tse
底　　　 sha hke
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時間
時間　　 ti tsheP
今日　　 t@ riN
昨日　　 kha htsO
おととい　 kha ®i
さきおととい　 kha ®i: kha ®i
明日　　 tho ri
あさって　 nON ®i
しあさって　 nON ®i ,@ nON ®i
今晩　　 to hki
明日の晩　 tho ri ˚ntshã Ne
昨日の晩　 kha htsO ˚ntshã Ne
昼間　　 ®@ HgoN
朝　　　 za Ko
正午　　 ®@ HgoN
夕方　　 ˚Ch@ úo
夜　　　 ˚ntshe˜: Ni
夜中　　 ˚ntshe: No
真夜中　 nA: ChiP
ね　　　 Cwo lo
うし　　 zuÝ lo
とら　　 ˚htAÝ lo
う　　　 j0: lo
たつ　　 ˚ïã0Ý lo
み　　　 wri lo
うま　　 ˚hta lo
ひつじ　 ˚l0Ý lo
さる　　 ˚wùi: lo
とり　　 te wu lo
いぬ　　 tCh@ ,@ lo
ぶた　　 ˚phAÝ lo
日　　　 ˚hka: ma ®i ma
１日　　 ˚tshe htsiÝ
２日　　 ˚tshe hpa ˚H®i
月　　　 HdzA:
午前　　 za Ko
午後　　 ˚Ch@ úo
１月　　 ˚tshe hpa ˚hnON
２月　　 HdzA: H®i
12月　　 HdzA: ˚tCW ®i / H,i HdzA hnON
上旬　　 HdzA: ,@ ˚nO
中旬　　 HdzA: ,@ ˚htCi hko
下旬　　 HdzA: KoÝ
年　　　 ˚lo
年齢　　 ˚lo
最近　　 ta sho
今年　　 to htsi
去年　　 na ni
おとどし　 na ni ,@ na ni
来年　　 sho: ji
再来年　 sho: ji ,@ sho: ji
以前　　 tON Ngo
昔　　　 tON Ngo tON Ngo
今　　　 ta sho
未来　　 w,oÝ k@
はじめ　 ta ˚Pa tCo k@
春　　　 hCiP hk3
夏　　　 Hja hk3
秋　　　 htõ Ng3
冬　　　 Hg W Ng3
新年　　 lo hsa
閏月　　 Hdza ÊhuÝ
冬至　　 Hgi: ja ra ˚thAÝ
夏至　　 ˚hCi nON ˚thAÝ
日食　　 ®ı˜ ndzı˜
月食　　 nda ndzı˜
祭り　　 ˚xtse mo
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数字
一　　　 ˚htsiÝ / ˚htsi:
二　　　 ˚H®i:
三　　　 hsõ:
四　　　 ˚w,@
五　　　 ˚HNa
六　　　 ˚ú0Ý
七　　　 Hde˜:
八　　　 ˚HdýiP
九　　　 ˚HgW
十　　　 tCW thA: mba
十一　　 tCW htsiÝ
十二　　 tC0 H®i
十三　　 tCW hsõ:
十四　　 tCu w,@
十五　　 tCo: HNa
十六　　 tC@ hú0Ý
十七　　 tCW Hdi
十八　　 tCo: dýiP
十九　　 tCW HgW
二十　　 ®@ ÊhW thA: mba
二十一　 ®@ ÊhW htsa htsiÝ
二十八　 ®@ ÊhW htsa: HdýiP
三十　　 s W dýW thA: mba
三十二　 s W dýW htsa: H®i
三十八　 s W dýW htsa: HdýiP
四十　　 ,@ htCW
四十三　 ,@ htCW htsa: hsõ
五十　　 Na htCW
五十四　 Na htCW htsa: w,@
六十　　 ú0Ý tCW
六十五　 ú0Ý tCW htsa: HNa
七十　　 Hd@ dýW
七十六　 Hd@ dýW htsa hú0Ý
八十　　 HdýaP htCW
八十七　 HdýaP htCW htsa: Hde˜:
九十　　 HgW htCW
九十八　 HgW htCW htsa: HdýiP
九十九　 HgW htCW htsa: HgW
百　　　 ˚Hdýa / ˚Hdýa thA: mba
百一　　 ˚Hdýa tO ˚kheP
百八　　 ˚Hdýa tO ˚HdýiP
八百八十　 Hdýi: Hdýa Hdýe: htCW
千　　　 ˚htoN
万　　　 ˚úh@
十万　　 ˚úh@ ˚tCW thA mba
百万　　 ˚úh@ ˚Hdýa
千万　　 ˚úh@ ˚htoN
一億　　 toN ChWP
半分　　 tshe: tsa
第１　　 ˚Pa NgW tON wo
第２　　 ˚Pa NgW ®i: pa
数量詞
１人　　 wn@ Ngo ˚khe: ts@
１碗　　 hka ji: ˚khe: ts@
１ページ　 ˚thaP ˚kheP
１本の草　 ˚htsa ˚khe: ts@
１粒の米　 ïã@ KoN ˚khe: ts@
１つかみの野菜　 ˚tshaj hpa ra kON
１桶の水　 ˚tChW zo: kON
１碗のごはん　 ïãi: hka: ji: kON
１輪の花　 me toÝ hpa ra kON
１そろいの靴　 hw3 ˚tCha ,ON
１対のウサギ　 r@ KoN ˚H®i:
１区画の道路　 dýa l3 ˚tsheÝ ts@
１口の食事　 za ma tuÝ htsiÝ
１隊　　 ˚hko: ˚khe: ts@
１滴の油　 ˚thiÝ pa ˚kheP
２階　　 NkhE: htseÝ ˚H®i:
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１つの部屋　 NkhE: hts@ ˚kheP
１包み　 pu pu kON
１瓶の酒　 rAÝ hkW HdýA: ,ON
１元　　 Hgo Hmo ˚htsiÝ
１角　　 tCo tCo
１分　　 ˚hka Hma
少しの間　 t@ ka HdeP
１夜　　 ntshe˜:
１か月　 HdzA: ˚htsiÝ
１年　　 lo ˚htsiÝ
一生　　 wn@ tshe Hdz@
１回打つ　 ˚khe: ts@ ˚HdýoP
１噛みする　 ˚sho ˚kheP ˚htowP
いくらか　 kha: r@ ˚kh@ re
いくつか　 tCha htsiÝ
毎日　　 jı˜ na mı˜ na
それぞれ　 do hk@ / khe khe
毎晩　　 ®ı˜: ntshe˜: me n0P
代名詞
私　　　 Na
私たち２人　 ˚Pa ,@ n@ Nga
私たち　 ˚Pa ,@ tChoP
あなた　 ˚tChoP
あなた（敬称）　 ˚tChoP
あなたたち２人　 ˚tCheP n@ Nga
あなたたち　 ˚tCheP tChoP
彼（彼女）　 ˚ht@
彼ら２人　 ht@ n@ Nga
彼ら　　 ˚ht@ tChoP
我々　　 Pa ,@ tChoP
我々２人　 ˚Pa ,@ n@ Nga
皆　　　 ptCa HleÝ
自分　　 rON rON
他の人　 Hde ro
これ　　 nd@
これら　 nd@ nda tChoP
ここ　　 nd@ ro
この辺　 ˚hN@ tsha ïão ,i
この２つ　 nd@ nda n@ NgaP
このような　 ˚nd@ tC3
あれ（近）　 ˚hu˜ tChoP
あれ（遠）　 ˚hu˜ tChoP
あれら　 hu ,@ ˚d@ tChoP
あそこ　 hu: ,@ tCho
あの辺　 hu ,@ tCho
あのような　 nd@ tC3
誰　　　 ˚shW
何　　　 tCh@ hts@
どこ　　 hko ne:
いつ　　 n3: tshe
どのように　 tCh@ hts@
どれくらい　 mO: ®oN
そのほか　 r3: H@ tChoP
おのおの　 rON rON rON rON
一切　　 Hd@: kh@ / tshON ma
すべて　 Hd@: kh@ / tshON ma
今回　　 ta sho
いつか　 ˚hxa ma re:
形容詞
大きい　 ˚tChe Hu
小さい　 t@ kja Hu
太い　　 wA: mbo
細い　　 tCha Kõ
高い　　 nthõ mbo
低い　　 ˚Hma Hm3
凸の　　 ˚mbW Hde ro
凹の　　 ˚Hda Hde ro
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長い　　 riN Nja Hu
短い　　 thoN thoN
遠い　　 thA:Ý riN
近い　　 thA:Ý ®e
中間の　 htCi hku t@
幅広い　 re: thoN
狭い　　 tCh0 tChuÝ
広々した　 tChe Ho
狭窄の　 Pa ri ˚htCe r@
厚い　　 nthoÝ po
薄い　　 ùO: Kõ
深い　　 b@ doN
浅い　　 ˚Hma Hm3
満ちた　 ˚hkwAN
空の　　 htwE:
多い　　 mON
少ない　 ®oN ®oN
四角い　 zW ,@
丸い　　 Ko Ko
平たい　 ˚®dýe˜ tCo
尖った　 htse kOw
はげた　 ze Hg3
水平の　 ïãAN ïãON
おもての　 ˚htCi qu
うらの　 kha loÝ ˚Hã@ di loÝ
命中した　 lA: úõ
偏った　 na jo
歪んだ　 k@ low
横の　　 ˚ha re
縦の　　 ˚ma re
まっすぐな　 ˚®tChAÝ Ko
曲がった　 kuÝ kuÝ
曲がりくねった　 ka ra ku ru
黒い　　 ne: ,@
真っ黒の　 ˚mAÝ ˚Hgu Hgu
白い　　 hke: ro
赤い　　 me: ro
真っ赤の　 ˚Hma: ˚HgoN goN
黄色い　 she: ro
真っ黄色の　 ˚she: ˚Hgu Hgu
緑の　　 ˚HdýON gW / ˚hNõ mbo
青い　　 ˚hNõ mbo
真っ青の　 ˚hNu ˚htoN htoN
灰色の　 thje˜ ndo
明るい　 hka ro
まぶしい　 ˚hka ˚HãON HãON
暗い　　 ne: ,@
重い　　 Hdý@P mo
軽い　　 jON mo
速い　　 ®dýoÝ po
ゆっくりの　 ka le
早い　　 za Ko
遅い　　 ˚tChi ti ro
鋭利な　 nõ mbo
鈍い　　 nõ mbo me: ®õ
澄んだ　 tON ma
濁った　 ®oÝ pa
太った　 tshõ mbo
肥えた　 tshõ mbo
やせた　 ˚hka hkw3
乾いた　 hkA: mbo
湿った　 Hlõ mba
濃い　　 hka mbo / mON Nge HoP
希薄な　 ˚úh@
密な　　 mON
疎な　　 ®oN Ng@
硬い　　 ˚ùã nde
軟らかい　 h®O: K3
粘つく　 ˚Hdýa Hde loN
つるつるの　 ®dýA: mbo
ざらざらの　 ra r3
滑る　　 dýa ,@
きつい　 dA: tChe Hde r@
ゆるい　 ma hNa: toÝ
固い　　 ùa Hde
乱れた　 k@ rõ ˚rõ rõ htCAÝ ,@
めちゃくちゃの　 Pa ka pa ka
正しい　 z0Ý
誤った　 ma ý@
真の　　 No ma Ho dze
にせの　 Hdz W ma Hõ
生の　　 ˚shõ mbo
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新しい　 ˚hso mo
古い　　 ®jeN
よい　　 zON
悪い　　 Ne˜ mba
弱い　　 me: ja ®oN / Hla Hla Ho
高い　　 ˚hka ,@
安い　　 ˚htsa ,@
育ちすぎの　 Hge hpo
年老いた　 Hge hpo
若い　　 tCh0 tChu
美しい　 Hde mo
醜い　　 m@ Hga sha Hgo Njõ
熱い　　 tsha nde
寒い　　 ˚®tChAÝ
温暖な　 ú@P po
涼しい　 hsw3: mo
難しい　 hka: mo
簡単な　 htsa: mo
芳しい　 ,@ mbo
くさい　 ú@ ma dz@ how
おいしい　 ú@ ma ,@ mbo
酸っぱい　 CW hpo
にがい　 kha nde
辛い　　 qha ChAÝ
塩辛い　 ˚tsha qha ®oN
淡白な　 ˚tsha m@ húo ,@
暇な　　 rON nduP
忙しい　 m@ khOÝ ,@
裕福な　 ChWÝ po
貧しい　 meP po
清潔な　 htswAN ma
汚い　　 HdzuÝ kha
生きている　 hsõ mbo
新鮮な　 htswAN ma
死んだ　 ˚Êh@ te lo
明確な　 Êhi: ,@
おいしい　 ,@ mbo
聞きよい　 ˚ma: ®i na Hde mo
見よい　 ˚hti na Hde mo
うるさい　 tCAÝ ,@
つらい　 ˚hka ,@
退屈な　 htC@P po ma: r@
急ぎの　 raj ,@ raj ,i: Hdz@
賢い　　 dýe Hmo
愚かな　 Hle˜ b3wP
正直な　 ˚®@ zON
ずる賢い　 ú@ htCeP
注意深い　 ˚Hdza Hu
和やかな　 ®dýA: mbõ
傲慢な　 Na Hdýa ˚tChi ®oN
適当な　 nde: ,@ ®dýA: ®dýowP
凶悪な　 Ne˜ mbo
厳しい　 Na htCi
遠慮深い　 nthõ: dýa ®oN
まじめな　 hkoP htCi Hu
怠惰な　 thoÝ mi Hu
行儀のよい　 ˚kha Hdýa ®õ
がんばった　 ®AÝ htCi
かわいそうな　 ˚h®@N Ha Hdýi
うれしい　 Pa Hdz3 / Hga ,@
幸せな　 ˚htC@P po
平和な　 Hde mo
悲しい　 hsA: HduÝ
精通した　 ˚tCh@ ,@ tCh@ Êhi: ®õ
嫌な　　 m@ Hga sh3
単独の　 rON rON khe: r@
まあまあ　 ha lON ba lON
動詞
愛する　 ˚Hga
好きだ　 Hga ,@
固定する　 ,A: ,@
淹れる　 ˚hko:
抜く　　 mbe:
壊して開ける　 ˚ha r@ ˚hCh@ tuÝ t@
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整理する　 HguÝ
振る　　 HguÝ ,@: dz@
負ける　 me Ha ®õ
拝む　　 ˚Ngo d@
引っ越す　 ˚hpo: (i/iv) - ˚hpe: (ii)
移動させる　 ˚khW:
助ける　 roÝ pa tCaP (i) - tCiP (ii/iv)
結ぶ　　 Hgõ: Êo hts@
包む　　 HdoN
秘密を守る　 m@ HdzW: ˚HdýoÝ
保護する　 roÝ pa
満腹になる　˚pho: ˚®dýwAN (i/ii) -
　　　　˚®dýwO: (iv)
抱く　　 tCoN (i/ii) - hpON (iv)
むく　　 ˚hÊW (i/ii) - ˚hÊu: (iv)
背負う　 ˚khW / ˚ha tsa tCaP (i) -
　　　　 tCiP (ii/iv)
断食する　 ®dýõ ®ı˜
編む　　 Hla (i) - Hle: (ii/iv)
変わる　 HdýW Hdo ˚Hdý3P
変える　 HdýW da: hts@
病気である　 ˚na
繕う　　 zo ,@
補修する　 Hle: HdýoÝ
拭く　　 ˚Ch@P (i/ii) - ˚Chu: (iv)
裁断する　 tshe: ,@
踏む　　 hkwA Hdz@ Hdýa HdýoÝ
参加する　 ˚ma ra ®dýo
隠す　　 Hd@Ý (i) - HduÝ (ii/iv)
縫い目を解く　 ˚hÊ@Ý (i/ii) - ˚hÊuÝ (iv)
破壊する　 ˚hÊiÝ
混ぜる　 ˚hùe
歌う　　 úhAN k@
騒ぎたてる　 Hdzi: mo
炒める　 ˚sh@P
けんかする　 Hdu: riÝ
沈む　　 ˚Na mã HdaP di ro
量る　　 Hdýa ma ˚tsheP
ほめる　 zON Êhe:
支える　 ˚Hdý0P Hdi:
傘を開く　´sã ˚ha r@ ˚kha hChe
完成する　 ˚ja ta the:
認める　 ˚No ˚H,e: ma Hdzi ta the:
食べる　 ˚®tChaP (i) - ˚®tChiP (ii) -
　　　　˚®tChoÝ (iv)
撒き散らす　 Hdý0
ほとばしる　 htCo: ro
持ち出す　 nthje˜:
タバコを吸う　 tO: nthe˜:
鞭打つ　 nthje˜: Ne: ®i htoN
出る　　 Ch@ sho ®dýo (i) - the: (ii) -
　　　　shoN (iv)
取り出す　 le: Êho:
日が昇る　 ®i ma ˚Êha:
出てくる　 Ch@ sho KoN (i) - KiN (ii) -
　　　　˚ÊhoÝ (iv)
掘り起こす　 ta ®dý@:
着る　　 ke:
履く　　 ke:
穴に通す　 Hdý0 xu:
吹く　　 mbuP (i) - puP (ii/iv)
間違う　 no:
答える　 ˚kha tCha ,AÝ
ぶつ　　 ˚HdýAÝ (i) - ˚HdýoÝ (ii/iv)
身振りで表す　 lAÝ pa HguP
狩をする　 r@ tAÝ HdA:
撃つ　　 põ mphi:
当てる　 ˚Nkhi
けんかする　 tu: riÝ / Hdu: riÝ
散らかす　 ˚poÝ
分ける　 ˚poÝ
倒す　　 ˚loÝ di
引いてくる　 ˚HdýAÝ (i) - ˚HdýoÝ (ii/iv)
薪拾いをする　 ˚ÊhiN ˚siP
賭ける　 n3 ndoÝ
居眠りする　 ˚®iP tCo: ,@
あくびする　 xW Ha tCaw ts@
開ける　 hChe ÊhoÝ
雷が鳴る　 ˚ïã0Ý tCAÝ ,@
戦争に行く　 HdýA: riÝ
結び目を作る　 ndW hpa HdýoÝ ÊhoÝ
くしゃみする　 Hl@ ,@: ze
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世話をする　 ˚ïãiP (i) - ïúhiP (ii/iv)
かぶる　 ke:
身につける　 tho:
生まれる　 ˚hCe
遅れる　 ˚Ngo
着く　　 ˚htsowP
得る　　 ˚nthowP
待つ　　 ˚HguÝ
地が震える　 ˚sha ˚Ngu
頭を下げる　Hgo lW ˚Hgu Hgu tCaP (i) -
　　　　 tCiP (ii/iv)
うなずく　 Hgu
点火する　 ˚®e ˚pu
燃える　 mbA:
灯す　　 tCjAÝ
落ちる　 ˚tChoN
転ぶ　　 ˚luÝ
噛みつく　 ˚sho toP
叩き入れる　 ze:
なくす　 ®dýwAN (i/iv) - ˚po (ii)
理解する　 Êhi:
凍る　　 kh ı˜:
凍える　 ùiP
動く　　 Ngu:
ちょっと動く　 Hgu:
読む　　 nde˜: (i) - te˜: (ii/iv)
ふさぐ　 ˚htCeP
折れる　 ˚tChAÝ pu
ちぎる　 ˚htCeP
積む　　 ˚hpoN
隠れる　 Hdýa htC3
飢える　 ˚htu:Ý
押しつける　 ˚hts@ (i/iv) - ne˜ (ii)
起こる　 ˚htCoN Cu:
怒る　　 ˚hpo lON ji
誓う　　 ˚Hna ˚ndo:
身震いする　 Hda:
熱がある　 tsha tChe ,@
心配する　 ˚Hdýam ãa úe˜ Ng@
翻す　　 kha loÝ HdýoÝ ÊhoÝ
振り返る　 ˚Hdý@
反対する　 ma: r@
翻訳する　 Hdze loÝ
入れる　 ˚ndoP (i) - ˚htoP (ii/iv)
放牧する　 zoÝ ntshi:
火をつける　 ˚®@ ˚HnAÝ
飛ぶ　　 ˚mphW
分かち合う　 Hge:
分家する　 wý@ Hge:
分離する　 Hge:
狂う　　 h®õ mba
縫う　　 zi:
手を置く　 ˚hCuÝ
適合する　 tCoÝ k@
腐る　　 ˚wza:
かぶせる　 NgoÝ (i) - ˚hkoÝ (ii/iv)
乾く　　 ˚hkw3
喉が渇く　 ®iP pa ˚hkw3
働く　　 le hka le:
市場へ行く　˚ja ra ˚®dýo /
　　　　˚Ch@ tChe ˚®dýo
風邪を引く　 tChe˜ mba / ˚®tChAÝ
あえてする　 ˚,je
言う　　 Hdzo: (i) - Hdze: (ii/iv)
告訴する　 dze:
切り分ける　 ˚htCeP
切断する　 ˚htCeP
切ってしまう　 ˚htCeP
刈る　　 ˚ïãAÝ
隔てる　 ˚khi:
与える　 ,ı˜: (i/iv) - ®ı˜: (ii)
耕す　　 Hmo (i) - Hme˜: (ii/iv)
いっぱいである　 tCoÝ k@
計る　　 XhA: lON
剃る　　 ,AÝ
風が吹く　 ˚HloN tCwAN
つるす　 ,AÝ
電気を消す　 ˚Hgo HdýoÝ
関心を持つ　 zAN htCiP
囲い込む　 HduP ÊhoÝ
管理する　 zON htCiP
跪く　　 pW Ngu:
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渡る　　 ˚No the ruÝ
経る　　 p@ the s@:
恥ずかしがる　 ˚No ˚tsha
怖がる　 ˚hCAÝ
呼ぶ　　 mbeP (i) - peP (ii/iv)
叫ぶ　　 mbi: / mbeP (i) - peP (ii/iv)
飲む　　 nthoN (i/iv) - ntheN (ii)
うらむ　 m@ Hg3: ˚sha Ho
なだめる　 ˚Hgo Hgo roÝ
悔いる　 po: xA: z@ ˚da:
疑う　　 ˚ïãa ïã3 tCi ,i ˚ïãoP
返却する　 ˚Ch@P
交換する　 Hdýe:
帰る　　 ˚ÊhoÝ / ®dýo (i) -the: (ii) -
　　　　 shoN (iv)
答える　 Hdýe
破壊する　 meP
混ぜる　 Pa ù@ p3 ùow
生きている　 ˚hC@ se˜:
支える　 Pa Hdza Hdýã CoN
手に入れる　 nthow
集める　 ntshoÝ
搾り出す　 w,o (i) - ,e: (ii/iv)
覚えている　 Êhi: / úe˜:
預ける　 ˚H,AÝ
うらやむ　 je Hdõ
締めつける　 htCiN
選び出す　 ®e: / ˚Hd@Ý (i) - ˚HduÝ (ii/iv)
はさみで切る　 húAÝ
語る　　 ˚hÊeP
水を引く　 ˚tChW ˚htCoÝ
教える　 ˚htsowP
鳥が鳴く　 te wu pi:
牛が鳴く　 zoÝ pi:
犬がほえる　 tCh@ ,@ pi:
ぶたが鳴く　 ˚phAÝ pi:
羊が鳴く　 ˚l0Ý tCAÝ
トラがほえる　 ˚htAÝ tCAÝ
結氷する　 kh ı˜:
結婚する　˚htowP mo tCaP (i) -
　　　　 tCiP (ii/iv)
お金を借りる　 Hgo Hmo HgoP HdoÝ
ものを借りる　 Hja:
過ぎる　 ˚úwa: / ˚HdýWP
びっくりさせる　 ˚hCAÝ
びっくりする　 Ne˜ mba ˚hCAÝ
救う　　 roÝ pa tCaP (i) - tCiP (ii/iv)
住む　　 ˚HgWP de nAN HduP / ˚HgWP de
開ける　 hChe
沸く　　 khu:
開く　　 hke
運転する　 kha loÝ hko:
始める　 hta: r@
開墾する　 sha HgeP
切り倒す　 ˚htCeP
切る　　 ˚htowP
見る　　 ˚hta (i) - ˚hte: (ii/iv)
見える　 ˚H®iÝ nthoN
医者に見せる　 neP pa hta ni ®dýo
暖める　 ndiÝ
頼る　　 ˚H,AÝ ˚ÊhoÝ
ぬかずく　 ˚Ngo HdoN
咳をする　 lW ,W:
渇く　　 ˚hkw3
刻む　　 hÊa ma
ボタンをかける　 ˚Hão ˚ÊhoÝ
暇である　
　　　　htC@P po Hde mo li: Hdý@ m@ hnON
泣く　　 NW / ˚mphe˜
引く　　 nthe˜:
来る　　 KoN (i) - KiN (ii) - ˚ÊhoÝ (iv) /
　　　　 ˚htsowP (ii)
年をとる　 Hge po
疲れる　 ˚hka: ,@
おしゃべりする　 zW: htCi Êhe ,@
裂く　　 ˚ha r@ ˚ts@ re ˚kha hChe
流れる　 HloN
とっておく　 ˚H,AÝ (i/ii) - ˚ChoP (iv)
耳が聞こえない　 na Ke˜
抱きしめる　 ˚Pa nõ NkhW de hnON
混乱する　 li: ,a ro kha kha roÝ
日が沈む　 ®i ma Nkh ı˜ úuP p@ te:
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叱る　　 ˚hÊoÝ
埋める　 ˚Hd0P
買う　　 ˚®oP (i) - ®e: (ii/iv)
売る　　 htsoN htoÝ
満ちる　 kON
ない　　 m@ hnON
燃え尽きる　 ˚Êh@
さえずる　 tCAÝ
唇を軽く閉じる　 ˚htsõ:
理解する　 Êhi:
触れる　 rAÝ
研ぐ　　 Hda:
つかむ　 ˚khW
持っておく　 ˚nthoP
できる　 ,ja ,ji:
絞る　　 ˚hts@
嘔吐する　 ˚hCuÝ
這う　　 ˚®dý@
這って歩く　 ®dýoÝ (i) - ˚®dýuÝ (ii/iv)
山に登る　Hdza Ngo ®dýoÝ (i) -
　　　　˚®dýuÝ (ii/iv)
木に登る　HduN Hgo ®dýoÝ (i) -
　　　　˚®dýuÝ (ii/iv)
叩いて音を出す　
　　　　HdoN Ng@ / the: tCAÝ ts@ ˚HdýuÝ
整列する　 ˚XhwAN
派遣する　 NAÝ
走る　　 ˚Hdý0Ý
茶を入れる　 ˚tCa KwAN
ほとばしる　 ˚htCoÝ
傷つく　 ˚zAÝ
壊れる　 ˚tChAÝ
壊す　　 ˚htCAÝ
手荒く扱う　 ®i: CiP
だます　 Ngo HguP
乗る　　 ze˜:
起きる　 ˚ja lON
略奪する　 ïúhoÝ
叩く　　 HdoN
切り刻む　 ht@ (i) - ˚htuP (ii/iv)
口づけする　 ˚pu: tCaP (i) - tCiP (ii/iv)
要求する　 kha úo
取る　　 le˜
娶る　　 le˜
行く　　 ®dýo (i) - the: (ii) - shoN (iv)
欠ける　 ˚kha khe: ˚ts@Ý m@ hnON
完全である　 ˚HdW: k@ ja
染める　 k@ roÝ
叫ぶ　　 pi:
知り合う　 Êhi: ,@
投げる　 ®dýON
もむ　　 Hdzi
耐える　 ˚HguP
小便する　 twEÝ / ˚htCo
播種する　 ˚ndoP (i) - ˚htowP (ii/iv)
掃く　　 ˚wChAÝ (i/ii) - ˚ChAÝ (iv)
殺す　　 ˚hseP (i/ii) - ˚sheP (iv)
日にさらす　 hkw3
日向ぼっこする　 ®i ma ýe
傷つける　 me:
相談する　 ze: tCe: tCaP (i) - tCiP (ii/iv) /
　　　　 tCi: tCaP (i) - tCiP (ii/iv)
上がる　 ˚jar thõ ®dýo
射る　　 mphe˜
射止める　 Hdýõ
伸ばす　 ˚htCoN
伸びる　 ˚Êh@ ka re dýwON htõ
成長する　 ˚hCe
産む　　 ˚hCe
腹を立てる　 ˚hpo lON
昇る　　 ˚Êha: ,j@
試す　　 tsheP
である　 jı˜ / r@P
収穫する　 ùúAÝ
受け取る　 ˚nthoP
防御する　 ˚hsa hseÝ / ùoN
髪をとく　 ˚ÊheP
負ける　 ja / ˚hk@Ý
やせる　 ˚Êh3 hkw3
数える　 ˚hts@ (i/ii) - ˚htsi: (iv)
ゆすぐ　 ˚sho htCW ˚HdýoÝ
転落する　 ®dýwON
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眠る　　 ®e:
寝つく　 ®e: nde
話す　　 Hdzo: (i) - Hdze: (ii/iv)
裂く　　 ˚ÊhaP
死ぬ　　 ˚Êh@
計算する　 ˚hts@ (i/ii) - ˚htsi: (iv)
錠をする　 ze
踏みつける　 ˚wkwO Hdz@ tCiP
持ち上げる　 ˚khW
涙を流す　 ®iÝ tChW luÝ
横になる　 ®e: nde / ˚loÝ
やけどする　 ˚ùAÝ
逃げる　 tCi: / ïãi: (i) - úe: (ii/iv)
物乞いする　 ùwAN / ˚htsoN
頭痛がする　 ˚Ngo na
蹴る　　 HdoÝ htoP ˚HdýoÝ / ˚Hda:
剃る　　 H,a:
曇りである　 nA: mW diP
晴れる　 nA: ˚hka
夜が明ける　 nA: lON
暗くなる　 Hgu:
なめる　 ˚HlAÝ
選ぶ　　 hseP
踊る　　 púo ®tChõ:
跳ねる　 ˚ja re ˚htse: tCaP (i) - tCiP (ii/iv)
貼る　　 ˚Hýa:
聞く　　 na ®ı˜
聞こえる　 na ko
止める　 ˚ChuÝ
知らせる　 ze:
盗む　　 ˚hkW
吐く　　 mphe˜:
押す　　 mphiP (i/ii) - ˚mphuP (iv)
口実を設けて断る　 ˚Ka ˚Ka
退く　　˚Ch@ sho Ha r@ tCaP (i) -
　　　　 tCiP (ii/iv)
飲みこむ　 CuÝ
背負う　 hke:
掘る　　 ùko (i) - ˚hke: (ii/iv)
曲がる　 kuÝ
曲げる　 NguÝ ro tCaP (i) - tCiP (ii/iv)
終わる　 ˚tsha:
遊ぶ　　 ˚ùtse mo ˚htse
忘れる　 ˚HdýeP
餌をやる　 ˚hso (i) - ˚hse: (ii/iv)
におう　 ú@ ma ˚hnõ
尋ねる　 ïã@ (i) - ú@ (ii) - ˚ú0: (iv)
吸い込む　 le˜:
慣れる　 ˚Pa tCha m@ tCha
洗う　　 htCW (i) - htC0: (ii/iv)
好む　　 ˚Hg3
目が見えない　 ˚®iÝ Hdo ,a:
下りる　˚ma rE Ho ®dýo (i) - the: (ii) -
　　　　shoN (iv)
卵を産む　 HgW Na lAÝ
雨が降る　 nA: mboP
怖がらせる　 ˚hCAÝ htsoN
捧げる　 Cı˜
慕う　　 ˚Hga hs3
信じる　 Hde˜ Ne re: wu / Hde˜ Ne r3
思う　　 úe˜:
思い出す　 úe˜:
したいと思う　 hs3:
似る　　 ri ,@
消化する　 H,i:
消える　 meP
下る　　 hCON nde
削る　　 H,oÝ
気をつける　 ka le
笑う　　 ˚HgeP
書く　　 ˚ïã@ (i) - ˚ú@ (ii/iv)
下痢する　 koÝ pa ˚HdýuP
目覚める　 jE hseP
恥ずかしがる　 ˚No tsha
休む　　 CeP / ®e:
刺繍する　 Hã@
学ぶ　　 CON (i/ii) - ChON (iv)
探す　　 htse:
押さえる　 ne:
粉にする　 je˜ htCu ˚Hdýa HdýoÝ
かゆい　 za ,@
育てる　 hse: (i/ii) - she: (iv)
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揺する　 Hgu Hgu: / ˚Hj0Ý
噛む　　 ˚sho ndoP (i) - ˚htoP (ii/iv)
必要である　 Hgo:
頼る　　 P@ tChu ,@ ˚H,a:
秘密にする　 hsON
勝つ　　 ˚ja ta luÝ / ˚nthoP
迎える　 ˚HguÝ / hsW ma mbuP (i) -
　　　　puP (ii/iv)
抱擁する　 ˚Pa: qwa ˚htCi
泳ぐ　　 tChW ®e˜: HdýAÝ
持っている　 ˚hnON
いる　　 ˚hnON
存在する　 ˚hnON
出会う　 ˚kha thuÝ
賛成する　 tCi: tCi ˚,a
越える　 tho Ha re Hdýu
めまいがする　 ˚Ngo ˚H®oÝ pa re:
許可する　 tChoÝ k@
栽培する　 ndzuÝ
中にいる　 ˚hnON
増える　 mO Ha ,ji
刺す　　 hts@
刺しこむ　 hts@
瞬きする　 htsõ
抽出する　 húAÝ
摘む　　 hpe:
立つ　　 ˚ja lON
引っ張って開く　 ˚Êhe
大きくなる　 ˚tChe ruÝ
かさが増す　 ˚loÝ joN
腹が張る　 wi:
火をつける　 mba
探し出す　 ˚H®eP
覆う　　 ˚hpuÝ
震える　 Hgu:
奪い合う　 nthu:
蒸す　　 ˚ntshe: / htso: (i) - htse: (ii/iv)
知っている　 Êhi:
織る　　 nthAÝ
指す　　 ha hnON ˚ht@:
種をまく　 ˚ndoP (i) - ˚htoP (ii/iv)
腫れる　 hCON
煮る　　 ntshi:
願う　　 ˚hmõ lO
ひっつかむ　˚Hdý@Ý / wA: r@ tCaP (i) -
　　　　 tCiP (ii/iv)
振り返る　 ra rON ˚Nkho:
角を曲がる　 ˚hku hku:
移動する　 ra rON ˚Nkho: r@ ge˜ gu ,u:
追いかける　 ˚Hda
準備する　 ˚tshAÝ
歩く　　 ®dýo (i) - the: (ii) - shoN (iv)
酔う　　 ˚wz@ / ˚Hz@
座る　　 nduP (i) - ˚HdeP (ii/iv)
する　　 le:
連れる　 roÝ pa
その他の品詞類
ほとんど　 ha lON mba lON ˚®dýAwP
もちろん　 P3 la la
たった今　 ta tCi
本来的に　 ta Hl3wP
とても　 thA:Ý riN
今すぐ　 l3w ,ji:
一緒に　 ˚HdoÝ k@
必ず　　 ta la ta la
～もまた　 KoN
それから　 ˚Hrã Ne:
再び　　 ta la
少なくとも　 ˚Hrã Ne: la
最後に　 Ch@ sho
突然　　 Hla ,ji: t@ ro
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